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<特集＞森林GISへの道

そのしくみは？何ができるか？

位撒づけと評側は？将来の展望は？

第43回森林･林業写真コンクール

優秀作品(白黒写真の部)紹介
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新年のごあいさつ
社団法人日本林業技術協会

理事長三澤毅

明けましておめでとうございます。常日ごろのご支援，ご厚情に感謝申し

上げますとともに本年も相変りませずご指導，ご鞭燵を賜りますようお願い

申し上げます。

当協会も昨年は大砿10年（1921）の創立から数えて満75年の節目の年を迎

えました。会員数が若干減り気味とはいえ，順調に推移していますことは会

員の皆様と一緒に喜びたいと思います。

しかしながら，私どもが置かれている森林。林業を取り巻く情勢は，地球

規模での環境問題等森林に関する国民的関心は高いとされていますが，世界

きの中で国内的には厳しいことに変わりありません。国内景気の動向が今ひ

規模での環境問題等森林に関する国民的関心は高いとされていますが，世界経済の動

きの中で国内的には厳しいことに変わりありません。国内景気の動向が今ひとつはっ

きりしない昨今ですが，その中で住宅のいわゆる駆け込み需要も見られ少しは明るさ

への希望を抱かせますが，本物かどうかは定かではありません。ひところの円高も円

安傾向に転じたかに見えますが，［|本経済全体の体力とともに今後が気になるところ

です。また，住専をはじめとする不良憤権問題は今後の経済動向に重大な影響を与え

そうですが，国の財政再建問題と併せて早期の処理，改善が望まれるところです。

政治の世界では，アメリカではクリントン大統領が再選され，こちらでは総選挙，

そして第二次橘本内閣が発足し，少なくとも政治的にいちおうの安定が図られたとい

えましようか。しかしながら，官界・政界にスキヤンダラスな話題が相次ぎ，行政改

革を旗印に発足した内閣も前途は厳しいものがあるように見えます。一日も早く整理

され，創造への前進が図られてほしいものです。

一昨年来，世間を騒がせた新興宗教事件も法廷の場でその全容が明らかにされつつ

ありますが，その鵬|｣味はともかくとして，現代社会における心のケアの問題がクロー

ズアップされたものと見ることもでき，現代社会の先端部門で働く人々にとって物質

文明で補えないものがあることを感じさせます。

政治，経済，社会いずれをとってもかつてのライジング・サン(日出ずる日本)の勢

いは感じられませんが,世紀末といわれないよう，あらゆる階層の努力が待たれます。

競後に当協会の運営状況でありますが，昨年は公益法人に対･して厳しい世間の目が

向けられた年でありました。私どもは多くの先人の後を受けて公益法人設立の趣旨に

のっとり，林業技術者集団の中心的存在として確実な歩みを続けたいと思います。一

部の心ない法人の行動は，もって他山の石としますが，同時に世間がr角をためて牛

を殺す」愚を犯さないことを願っています。

21世紀初頭に刊行するよう準備を進めています「林業百科事典（仮称)」の作業も，

委員の諸先生に苦労をおかけしながら進んでおりますし，また，平成9年度から新た

に「日林協学術研究奨励金」制度を創設することといたしました。この制度は「21世

紀に活躍する若手研究者・技術者の育成」にお役に立つことができる

ものと信じております。すでに創設されています「林業技術賞」「林

業技術コンテスl､」「学生林業技術研究論文コンテスト｣等と並んで公

益法人としての当協会が担うべき使命と考えています。会員各位はも

とより，類似分野の諸氏にあっても積極的に応募されるよう期待しま

す。

今年も良い年でありますよう願って，新年のごあいさつとします。

林業技術No.6581997.1



地理情報システム
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いま，各種情報と地理情報を重ね合わせる「地理情報システム=GISJの開発．利用が急速な進展を見

せており,新世代の地図情報また新しい管理手法の出現として各方面で脚光を浴びています｡では広大な森
林を管理する林業サイドにとって,このシステムはどのように働いてくれるのでしょうか○本特集では,森
林分野でもすでにスタートしている森林GISについて，そのしくみ,現在における位置づけと評価，稼働の
実際,将来展望等について見ていくこととしました｡"森林GISへの道"あなだにはどのように見えますか。

、 ノ

特集森林GISへの道｜ 東京農工大学農学部教授
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これからの森林管理と
森林GISの役割

率
圭
ロ

このひらゆう

木平勇 j■

地理情報システム(森林GIS)とは，森林がどこ

に，どのような状態であるのかを示す地図上の内

容を，計算機の力を借りて扱う情報制度である。

森林を管理するときに必要となる情報を，自由に

引き出せるこのようなシステム作りに世界中の森

林技術者は，今，強い関心を示している。

森林管理の目的

ところで，森林の内容を調べるのは森林調査で

あり，その成果品を使いやすく納める整理ダンス

が情報制度である。その中から必要なものを探し

出して使うのが森林管理である。したがって，森

林調査と情報制度と森林管理とは一貫したLI的で

しっかりと結ばれるよう設計されるべきものであ

る。そのLI的は時代により，地域により，所有者

により異なるが，現在の日本について次のように

まとめてみた。この同的を明確にすると，ここで

の主題であるGISの役割がはっきりしてくる。

資源の保全

森林の無謀な扱いと過剰な利用は資源を減ら

す。これに対して，卜分な保育と手厚い保護は資

源を増やす。そのバランスを調べるために一定期

間ごとに森林の資源域を測り，調べ上げて帳簿を

作ることを森林調査，あるいは資産の棚卸し（イ

ンベントリー）と呼んでいる。資源の保全は森林

管理の最も重要で，伝統的な目的である。この目

的で設計されたのがH本の森林簿と森林図という

なじみ深い梢報制度である。

環境の評価

森林は所有者の財藤であると同時に，地域の環

境としての11li値が注に|されるようになった。その

ために，調査すべき項目は増え，森林の機能や影

響を評価（アセスメンl､）するようになった。水，

景観，気象，防災，野生生物などの新しい項目を

情報として調べる必要が出てきた。そのために林

地の所有界，林相界，施業界としての現在の森林

区画制度を超えて，新しい型の空間情報を持った

地図が設計され始めた。森林の生態系を健全に維

持することは管理の大切な目的である。

時間的な変化の監視

調査項目の増加とともに，調査対象が時間的に

連続して変化するその様子に注目するようになっ

た。土地開発，植生変化，病虫害被害，野生動物

の生息状態，気候変動など，時々刻々の変化を監

視（モニタリング）することが森林管理の課題と

なってきた。その変化を理解するには地理情報と

ともに,時間情報を術えた制度が求められている。

資源と環境とは潜在的に不安定であり，破壊され

る可能性は高い。その徴候を早く見つけ，すばや

く対策を立てることが必要である。

社会における森林

資源の保全，環境の評価，時間変化の監視は森

林内の物や機能を管理する仕事である。ところで，

一般の経済，社会，地球環境，文化教育など森林

以外の領域に対する森林の社会的な役割が大きく

なっている。この新しい課題を「社会における森

林」と呼ぶことにする。この役割を果たすのは森

休業技術No.6581997．1
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林情報の公開と社会ニーズの収集である。専門的

な森林図は森林域内のことは詳しく，域外はほと

んど空白である事実は，これまでの森林管理と社

会との隔絶した関係を如実に表わしている。

地理情報システムの役割

さて,地理情報システムは1970年代にカナダの

森林調査の手法として生まれた。その後,約30年

間，アメリカとカナダを先導者として，ヨーロッ

パ，オセアニア，日本などに広がり，都市計画，

農地計画，道路や施設計画など土地空間の利用に

かかわる分野で発展している。森林管理における

GISの役割を，現在の日本の状況に基づいて整理

してみる。

現行の地図制度の効率化

GISには多くの期待があるが,その第一歩は,現

在の森林図の扱いを容易にする“便利な道具”と

してGISを使いこなすことである｡手間を省き,時

間を短縮し，金を節約するための道具として，日

常の仕事を楽にすることである。現行の地図制度

をもっと効率的に処理するという役割である。

GIS導入の経験者の多くは，しかし,負の効率化に

悩んでいると思う。より多くの手間，より多くの

時間，より多くの出費が伴うのが現実である。新

しい方法ｶﾖ立ち上がるのに必要な初期経費であ

り，担当者の習熟期間には一時的な負の効果は避

けられないが,方法が落ち着いた状態になれば"便

利な道具"として使いこなすことが,GIS導入の第

1の役割である。

新しい森林情報制度の構築

GISのより本質的で重要な役割は，森林管理に

必要な情報，特に，今まで得られなかった地理情

報を提供する新しい制度を榊築することである。

これは先に述べた“便利な道具”ではない。資源

の保全，環境の評価，変化の監視，そして社会的

な森林の役割に対応できる機能を備えた知識と情

報の体系であり，森林地理データベースそのもの

である。基本的な構造は次のような項目別の地図

情報（レイヤー）を相互比較が可能な形式で持つ

ことである。そして，最新の状態を追加，修正す

ることである。その例を挙げてみる。

林業技術No.6581997.1

●森林の所有者と所在地，●樹種・林齢など林相，｜
●保安林や施業方法などによる管理目的区分，●道路｜

網,●河川や地形など自然条件,●地質や土壌などの｜
立地，●野生動物の生息地，●造林・伐採．治山など：

事業計画など。
･-----.-----------_________--------.-.…_-..-.--.-...……._._．_一』

空間情報の分析

GISの最大の特徴は，地図を論理的に重ね合わ

せることである。森林の自然条件と施業との相互

の影響，予測される結果，その因果関係を地図で

分析できることである。例を挙げてみる。

P合つら=･■と凸占争凸■ロセ垂凸七..÷寺.~令===~~①~一寺今G､一一.●争幸....早‐‐.■.■.■毎口●早一=早口■●=今

〆

●植栽計画（土壌図，標高図，方位図の垂ね合わせ）、
●伐採計画（林相図，保安林・施業目的区分図，林道

網図の重ね合わせ）

●防災計画（地質図，傾斜図，降禰・降雪図の重ね合

わせ）

●レクリエーション計画（林相図，地形図，道路図，

、野生動植物分布図の重ね合わせ）など。 ノノ

中中＝ロ早口＝＝一-一一一一一＝手一冬一一今争一÷一＝‐●や＝一一一■｡◆幸今一一参一争●◆争◆÷◆e‐◆‐‐‐‐今●｡

これらの分析は，森林管理の仕事を立案すると

きの資料として役立つ。さらに，地形・地質と治

山，野生動物と自然環境，水質･水型と土壌など，

森林の生態と機描を理解するのに役立つ。これら

がGISの分析機能であり，これまでは得ることが

できなかった情報を提供する。

リモートセンシングとの結合

GISに納める情報は大部分が既存の地図から

で，紙に描かれた森林図，土壌調査図，植生図，

地形図などである。したがって，それらの原図資

料を持たないかぎり，ガソリンのない自動車のよ

うにGISは全く動かない。ところが,土地開発や伐



採により変化する森林の様子を従来どおり地上調

査で追いかけることは，現在では大変に困難であ

る。それに替わる画期的な情報源は衛星リモート

センシングである。2～3週間の周期で広い地域

を撮影する数値画像情報を，また，国土地理院が

提供する標高データ(数値地形図)を,GISは比較

的容易に受け入れることができる。今，世界中で

すばらしい勢いで発展しているリモーl､センシン

グの情報を活用することにより,GISは新しいタ

イプの強力な情報を得ることができる。

森林の情報公開

これからの森林管理の目的として，森林に対す
こた

る社会のニーズに応えること，そして森林の仕事

が広く社会で理解され，支持されることを先に挙

げた｡その具体策の中心は森林情報の公開である。

わかりやすい説明材料としてGISが作り出す地図

や映像は，多くの一般の人々の視覚に訴えること

が可能である。複雑な森林の現状，移り変わる土

地利用，資源と環境の将来の予測を一|可でわかる

資料として，社会に提供するという大きな役割を

GISは担っている。

GIS導入は必要か

GISが職場で十分に動き出すと，決して後戻り

はできない。自動車の生活に慣れると手放せなく

なるのと同じである。GISが提供する多くの有用

な情報を知ってしまうと，それなしには仕事を十

分に行うことが難しいことを感じるようになるで

あろう。

今，行政官，技術者，経営者には厳しい社会の

ニーズに応えるために，どのような情報や知識に

ついての必要性が職場で生じているのであろう

か｡その必要性が導入の推進力になる｡先にGISの

役割を5段階に分けて述べた。さて，導入にあた

りどこを目指すか，一歩一歩，着実に階段を上っ

ていくか，あるいは大きくジャンプして高い所を

目指すかの選択がある。従来は計算機の発達の

ペースに合わせて一歩一歩進めていたが，現在は

大飛躍して現在の地図制度を大幅に変えることは

可能である。強力な人材とリーダーシップ，明確

な目標があれば実現できるであろう。

戸

、

GISの導入が必要か否かは，組織に与えられる

役割を現在の体制で将来にわたり十分に果たせる

かどうかによる。決して計算機技術の問題ではな

いようだ。もし，必要と判断した場合は，次の5

つの原則に留意して導入を成功させてほしい。

導入を成功させる5つの原則

人材：人材が何よりも大切である。全体方向を

統括する役割を担うリーダーと，技術を受け持

つ担当者がいること。そして，継続して，熱意

を持ってこの仕事に打ち込める職場環境が求め

られる。担当者の責任が不明確であったり，責

任者の席が長続きしない，打ち込めない場合は

成功はおぼつかない。人材を用意せずに計算機

会社に頼りすぎるのは失敗につながる。

目標：何を実現するかの目標の設定が次に重要

である。過剰な期待や大げさな効果の宣伝を避

け，堅実で実現可能な目標を掲げる。成果が出

ることにより，周囲の支持は強力になるが，誇

張された成果への期待感はかえって大きな幻滅

となる。計算機がすべてをやり，自分の仕事が

楽になると誤解してはならない。

機能：実際に使うGISの機能を限定することが

望まれる。さまざまな機能があるから，一度に

多くの目的に応用しようとすると混乱する。自

分の立てた目標に焦点を合わせて，どの機能が

必要かを判断することにより，余分な苦労や煩

雑さを避けることができる。

日程：適切な日程を組み導入作業に取り組むこ

とが欠かせない。あたふたとしたスケジュール

では必ず失敗する。逆にあまり問の抜けた日程

も熱意が冷める。やはり職場の業務体制に合っ

た確実な，余裕のある導入スケジュールを持つ

ことが必要である。

予算：予算の獲得は絶対に必要である｡そして，

その予算の算定内容が不確かで，いい加減であ

れば目標は実現しない。しかし，予算を取るこ

とがGISの導入のすべてと考えると失敗する。

予算が得られたときは決して終点ではなく，始

まりである。

林業技術No.6581997.1



6

特集森林GISへの道’ 京都府立大学農学部助手

森林GISとは

どういうものか
いとうたつお

伊藤達夫

1．森林GISの機能

森林簿に記戦された属性情報と森林経営図に地

図として表現されている森林の位置情報をコン

ピュータを使って一元的に管理し，それらの情報

についての検索や分析を行いさまざまな地図（主

題図）を出力するために用いられる情報システム

のことを森林GISと呼んでいる。しかし，これは狭

い定義であり，情報を記録する単位を経営図で区

画されている林相や地番に限る必然性はない。森

林に|典lする空間データを扱うGISは，すべて森林

GISである。

GISというと，よくオーバーレイ(異なる櫛類の

地'又Iの重ね合わせ）やバッファリング（林道など

から一定の距離にある区域の抽出）といった解析

機能が強調されがちであるが，森林GISの第一義

の機能はデータ検索にあると思われる。森林GIS

において森林簿と経営図が一元管理されているこ

とのメリットは，まずデータ検索において発揮さ

れる｡森林GISの最も基本的な機能は,「(経営図上

の)ここにはどんな林分があるのか｣，「(森林簿_'二

の）この林分はどこにあるのか」というデータ検
こた

索の要求に応えることである（画面①)。

また，このデータ検索をより効率的に行うため

に，画面に表示する森林簿の項目を取捨選択した

り,経営図の各区画内に表示するデータの種類(区

画番号・樹種・林齢・面職・蓄積など）を自由に

選択することができる。さらに，データ検索の結

果に従って区画を塗り分けた地|I(主題図）を出

力することも重要な機能である(画面②)。各種の

事業の実行に際しては対象地を彩色して示した地

図が必要になるが，森林GISを用いれば色鉛筆に

よる手作業の労力力§軽減される。
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ぐ画面①森林GISにおける森林簿と

経営図の連携

表示された経営l釧上の区画をマウス

で指示すれば，森林簿の該当する行が

強調表示される。逆に，森林簿の行を

指示すれば，経営|判上の該当する区画

がハッチングされる。この例では，経

営図の区mli内には樹極と林齢が表示さ

れているが，械索のI]的に応じて，森
林繩から任迩の項I-iを選んで表示させ

ることができる。
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ぐ画面②経営図の塗り分けプログラ
ムの実行例

ヒノキの林分を抽出し，齢級で分類

した結果を塗り分けてある。データベ

ースや表計算のソフトウェアを用いて

森林簿の内容を分類し，その結果に対
し，色とパターンを指定することによ
って塗り分けが行われる。

_二二当‘_』・琴ご二l:a"綴瀞j覇祁鴫J－賎孝-,|
－

行の森林計画制度で規定された林相(地番)単位で

はなく，必要に応じて要約された形で森林情報が

提供されることが望ましい。森林の情報をわかり

やすい形に加工したり，より円滑に流通させる手

段としても森林GISは使われる。また,森林の取り

扱いについての合意形成のためのプレゼンテー

ションツールとしても，森林GISは利用される。

2これからの森林GIS

森林はそれ自身が成長するだけでなく，人為や

自然災害によっても日々変化している。広大で複

雑な森林の情報を常に新しいものに保ち，森林

GISの運用を真に意味あるものにするためには，

データの更新作業が不可欠である。しかし，現地

調査には物理的障害が大きい。GISの構築以前に

森林簿の内容が陳腐化していることもある。GIS

の導入によって，手作業がコンピュータとの対話

処理になり，データ更新の作業が容易になること

は当然の効果であるが，データ更新を支援するた

めのより高度な機能を持った森林GISも開発され

つつある。

その一例は空中写真の利用である。従来は地図

と重ね合わせて参照するためには正射投影写真が

使われていたが，作成コストが高く十分に活用で

きなかった。しかし，現在では森林基本図の等高

線の数値化によって作られたDEM(数値標高モ

以上のような，データ検索や地図の塗り分けの

機能は，木材生産の現場で切実に求められている

にもかかわらず，真に使いやすいシステムはまだ

存在していないように思われる。

一方,行政の分野では,森林GISには，データの

検索だけでなくオーバーレイなどの解析的機能が

特に求められる。「森林の機能評価｣には，地形や

気象条件，都市との位置関係など，さまざまな種

類の空間データを結びつけて解析し，場所的な特

徴を明らかにする作業が伴う｡｢森林の流域管理シ

ステム」の実効化のためにも，川上から川下まで

の森林・林業を取り巻く環境条件を総合的に把握

することが必要になる。これらの仕事は，手作業

では不可能で，森林GISのデータ解析機能なしに

は実行できない。

さらに，今後重要になると思われる森林GISの

機能は，森林情報の加工と提示(表示)のための機

能である。わが国は国土の7割近くを森林が占め

る森林国である。森林の情報は重要な国土情報で

もある。水資源や環境資源としてのみならず，調

和のとれた国土利用の観点から，土地利用計画を

はじめさまざまな分野で森林の情報が求められる

ようになると予想される。地域の環境に関心を持

つ住民が，行政に対して森林情報の開示を求める

こともあり得る。このような'引的のためには，現

休業技術No6581997.1
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画面③空中写真の自動判読レ

による伐採跡地の抽出

完全に伐採されたか，一部分
が伐採されたと判定された区画

が示されている。部分的な伐採
については，その部分を区分す

るための新しい境界線が自動的

に描画されている。森林簿では
80年生のスギ林分となってい

る区画が，完全に伐採されてし

まっていることが指摘されてい

る。将来的には，伐採師所の抽
出だけでなく，内部に異なった

画像パターンが含まれることに

着目して区画線の位置のずれを

指摘したり，樹種と林齢による

パターンの特徴分類に基づき，

森林簿のデータの誤りの可能性
を指摘するシステムが開発され
ると思われる。
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デル）データ（規則正しい格子点上の標商データ）

があるので，通常の中心投影の空中写真上に森林

区画線を座標変換して重ねて描くことができる。

これによって，比較的安{illiな空中写真を用いて

森林の現況を把握することが容易になるだけでな

く，写真画像を自動判読してデータ更新を支援す

るシステムを作ることもできる(画面③)。空中写

真はこれからの森林GISのきわめて璽典な榊成要

素になると予想される。

わが国の森林の大半は地形が急峻で裡雑な山･岳

地に存在する。そのために，伐採搬州や林道の開

設をはじめ景観評価など森林の取り扱いに関して

地形を考慮しなければならない場合が多い。この

点では，2次元の地図では等高線を合わせて表示

したとしても地形の表現力には限界があり，どう

しても3次元表示が必要になる。

DTM(数値地形モデル)データを用いて地形を

3次元表示し，その上に森林区画線を柵画するこ

とができれば，地形と個々の林分との関係をより

リアルかつ容易に把握することができる（画面

④)。3次元森林GISの開発は大きな課題である。

より合理的な森林管理に役立つように森林GIS

の機能が高まることは重要であるが，先に述べた

ように森林に関する情報を流通させる手段として

も森林GISに期待されるものは大きい。より多く

▲画面④3次元森林GISの例

これは斜め写真ではない。地形の3次元表示に，空中写真の

画業を座標変換して移すことによって描いたものである。Zバ
ッファと呼ばれる仕組みで，画面上に見えている区画の番号が
判別できるようになっているので，画面①の場合と同様に，画
而上の区画を指示して対応する森林簿の内容を調べたり，逆に

森林簿の内容がどの区画についてのものであるかを，画面の3
次元画像上で強調表示することができる。

の人が利用するようになれば，情報を作るための

コス1,も安くなる。しかし，そのためには情報の

相互利用が可能でなければならない。

情報の相互利用のためには，森林GISで提供さ

林業技術N0.6581997.1
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れる情報と，その他の地理的情報（空間データ）

の位溌合わせができなければならない。それは，

行政界や道路，河川といった基本的な情報を共通

なものとして作るとともに,lil々の空間データを

それに対して正しく位臘付.ける仕組みを川意する

ことによって可能になる。これをr空間データ蛙

盤｣と呼び6GISの利用拡大による，より効率的で

豊かな社会の実現のために不可欠な社会蕪盤とし

て，現在その整備の推進が図られている。

森林GISについても，単に木材生産･森林管理の

効率化という[I的だけでなく，広く森林の情報を

提供し，適切な森林管理の重要性についての社会

の認識を高めるという観点をも含めて導入。|淵発

が進められることが望ましい。
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一=一一一一一一一一一〃●森林GISとはどういう仕組み？●

地図データ（図面）と台帳データ(数値)とをリンクさせて，それがディスプレー画面に表示される

流れ･仕組みがおわかりいただけたでしょうか｡ペースとなる地図データの入力には刊行済の数値地図

データ（国土地理院森林エリアは1/25,000)を購入利用していくほか，独自に森林基本図．森林計
画図（1/5,000）からの入力が行われています。また利用者ニーズ（簡易な操作による検索.解析.各
種の主題図作成等）に応えていくさまざまなソフト開発が見られます。
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特集森林GISへの道’

森林GISの世界

1．はじめに

一定規模の森林の経営を任されたとしたら，正確な

測!,lから始め，金目の水はどこにあるか「資産目録」

をつくり，有利な遮川を考える必要がある。しかも，

|封土保全などの公益的機能にも配慮するべきである。

森林経理学の教科響には必ず「保続経営」や区画輪伐

法91hiffi:､|と分法などの収樅規盤の話が出てくるが，現

代のr森林経懲」は何を基準に考えればよいのであろ

うか。

我々が認識できるのは目の前の「林」であり，せい

ぜい蓄職の概念であるが，森林継営を考えるならば，

そこに製IW!たる丸太のイメージや時間軸を加えた何-卜・

年後かの森林の推移のイメージを考慮する必要があ

る。

一方,コンピューターのパワーは強力なものになり，

以前には困雌だった作業が簡単にできるようになって

いる。ワープロ，表計算，データベースというビジネ

スソフトが，パソコン上でl･分実川に耐えるレベルに

なってきている。また，ビジネスマンが持ち運んで利

用できる携帯端末や，その接続先としてのイントラ

ネツト，インターネットの盤備が急速に進んでいる。

これらのコンピューターパワーを森林経営に利用でき

ないであろうか。

このような,諜題に悩報基雌として1’1符されているの

が，森林|群'4システム(FIS)である。森林の管理と地

'又Iは切り離せない|fl係であるため，地図'|背報の椅理を

担うr森林GIS」はFISのII:'核技術となる。FISにして

も，森林GISにしても，厳密な定義があるわけではな

く，各人，各組織で柵くイメージは千差万別であろう。

しかし，基本となるのは森林基本IxIのような地図の管

理と森林簿のような台帳の管理であり，それは地図情

報とその属性傭報を連桃させて扱うソフトウェアとし

て理解できる。

ここでは,まずI卿回の嚇例を中心に紹介し,何をやっ

ているか具体的に理解願いたい。次に，先進事例から

導入のポイントを探ってみたい｡最後に,森林GISで何

ができるか，森林経営の将来の姿はどうなるのか，そ

んなことを考えてみたい。

林難技術Nu.6581997.1

森林総合研究所四国支所経営研究室長

まつむらなおと

松村直人

2．森林GISの事例
がら

四国地域は林業振興に熱心な土地柄でもあり，活性

化事業の一環として，森林GISも含めたFISの構築に

取り組んでいる所が多い。また，私の所でも，全国的

な導入事例やその櫛築ノウハウについて相談を受ける

ことも多い。実際に，愛媛県の西条市森林組合などは，

かなり.早い段|階からシステムの|淵発を行っている。

まず，昨年の1月に淘側II県において「森林業務にお

けるGIS導入事例の検討」というテーマで，森林GIS

フォーラム主催の研究会をI鮒知り,↓森林局のご協力も得

て開催したので，その概要を紹介したい。予算関係な

どで多忙な時期ではあったが，岩手から鹿児島まで，

また，県庁の林務関係荷から森林組合，企業など，幅

広く60人近くの参加肴が集まった。

シンポジウムでの話題提供は，まず，東京腱工大の

水平勇吉教授による｢般近のGISの動向について」とい

う講演で始まり，その後四国地域の事例として，以下

の3氏による報告が行われた。

:oGISのシステム化と利川(下村昌彦･尚知県儲原町森

､林組合)。・10年後の地域林業をとらえた林業情報シ
,ステム（森人顛）（水ｿ|:教・愛媛ﾙI西条市森林組合)。
I・嶺北地域の森林管理システムの柵想（岩崎克昭．高知

|県徹北広域行政蛎務組合)。
：．‐‐‐．‐‐‐‐－－←‐‐‐‐．‐‐．‐‐‐‐‐－．．－－．－．‘.．．．‐－．．－－．－－‐‐‐‐．．．‐．‐‐‐．‐‐．‐．‐‐‐‐‐‐・

各情鞭システムと報併の概略を，以下にまとめてみ

たい。

儲原町森林組合では,NECのオフコンをサーバーと

して，所内LANと専川線による工場接続を実現した

ネッ|､ワーク櫛成になっている。GISシステムの汎用

的な用途としては，施業計画の立案などを考慮してい

る。また，システムを繊築するうえでの留意点として，

導入目的が明確にされていること，開発体制が確立し

ていること（開発と運用を一貫して1人が責任を持つ

こと)，優秀なソフトハウスを確保すること(できれば

県内企業，または県内にポイントを待ち，メンテナン

スができて，トラブルにも対応してくれること，特に，

導入当初はバグやi､ラブルが多発する),業務をよく分

析し，システム化を|叉Iる，一度に多くのシステムを開

発しようとせず,段階を追って！!蝿Mのない開発をする，
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▲図①高知県嶺北で開発中の森林管理システム

好・民有林
文普化による確認をする（障霄の記録も取る)，入ノノ

データの盤備(基本図，地番便|，林家台帳等)，導入後

の逆用をどのように行うのかも明確にしておく，他の

経理や金融等のシステムとの連動も考慮しておく，な

ど，経験者ならではの貴重な指摘をしていただいた。

西条市森林組合では,DOS/Vパソコンを利用して，

Windows31上に資源情*IM,林家情糀など7システム

から成る林業情報システム（森人類）を構築している。

システム開発の主旨は,10年後の地域林業をにらみ，

未来情報の受発信基地として林業情報を整備し，山林

の実態を把握・分析し，山林所有者とともに濃密な対

話を行い，共通認識に立脚した地域林業の再編を図る

こととしている。特徴として,lll林所有者との対話を

ロ的としたシステムであり，図面とデータが同一画而

上で処理できるなどの点を挙げられた。導入効果とし

ては，身近な林業情報を迅速に提供・処理でき，事務

の省力化や短時間で納得のいく話し合いが可能にな

り，地域の林業の活性化のための事業が推進できるよ

うになってきている。今後は，検索機能の充実（使っ

てみて初めて，いろいろな要求が具体化してくる)，

ネットワークの利用による地域IWな広がりや’情報交換

の可能性を検討中とのことであった。

敬北地域でもDOS/Vパソコンをベースに,Will-

dows3.1_このアプリケーションソフトとして,森林梼

理システムを開発中である(図①)。岩崎氏からは，導

入の背妖，現在の構想，問題点，今後の展望などにつ

いて報告があった。特に，嶺北5カ町村にまたがる醜

業であったため，町村間での洲聰や基本データの取僻

▲図②64林班の林齢別表示と道路からの
200mバッファ

とGISの方向性の決定が，鹸初のハードルであったよ

うである。また，システム管理者と利用者との意識の

ギャップもだんだんと明確になってきたこと，分筆，

合筆などの取り扱いにかかわる技術的な問題点，補助

事業に頼らざるを得ないため，財政的支援の確保の困

雌などについて報告された。

その後の質疑では，事業を委託した場合に個人のプ

ライバシーをどう守るか，また，基本的に組合では，

組合員の不利益になることはしないようにしており，

データ精度に限界もあるため，裁判になったりしたと

きの対応をどうするかなど，林業から先行して入って

いく点の問題点,lil<I鮴性などが論議された。西条市の

例では，個人の利用カードを導入して，プライバシー

を保護しているということであった。

その他,高知県大正lllj森林組合,徳島県山城町でも，

森林GISの導入が検討されている。山城町の民有林を

対象に，吉野川（三好）流域の林業活性化整附指針の

柱として，当研究室で試験的に入力したものが図②で

ある。

また，香川鼎では，県レベルでの森林の機能評価に

GISの導入が図られている。

3．導入の戦略

これまでの導入事例を分類してみると，小班単位で

同じような森林の地図を扱うといっても，森林組合，

流域、令県と、3つの異なるレベル（スケール）があ

林業技術No.6581997.1

鳥獣保騒区

ﾙｺー ﾄー 番号 璽型亟墾《瞳）I材稜量《､3）I筥硬|榔孟l雷地|壷舛種類l所詞器I
1

2

､ 111や

0.431249422904”71錘wl“U

2・馴1"1ﾜ4.?6027022171霞000813

合
亘
』
『
４



12

り，地i叉Iの粘度ひとつ取っ

てもマチマチである。

県などの行政レベルで

は，森林の機能評価や経営

i汁仙iなど，全体を見通すた

めの大まかな花魑図づくり

や屈性怖報の礁備が課題に

なると思われる。この点で

は，従来のGISソフトが得

意とする分野であり，既存

のアプリケーションの利用

が，ある線度見込まれる、

一方，流域や森林組合の

レベルでは個人情報を扱

い，実際の現場でのGISの

利用が前提となる。ここで

は，洲litl叉Iの梼理や補助金

の算定，過去の施業履歴の管理，主間伐作業の計iilliな

ど，」lﾐ碓な地図と，属性となるデータベースの雛術な

どが課題となり，各組織の業務内容に密着したアプリ

ケーションの|＃1発が要求される。現行の11常業務とマ

ンパワーのスムースな移行を考えるならば，データ

ベース管理システムの導入が先決である。

一般的にシステムインテグレーションと呼ばれる作

業が必要になるが，特に，日常業務のシステム分析を

先行して行い、現場技術者とシステム開発者との通訳

的役割をする寅任者が望まれる。そのうえで，業務シ

ステムと上位の情報システム（管理レベル，戦略レベ

ル)が組織され,意志決定支援,計画,予測などの経営情

報システム(MIS)にまで高めることが可能になる!)。

4．森林GISの将来

水源林鴨附などに関する近年の森林資源への関心の

高まりや，流域梼理システムの導入に伴う流域林業活

性化の堆盤盤備の中で,今後,ますます森林GISの亜要

性は高まるであろう。

林業情報のシステム化自体は10年前から進められ

ており2>，近年も導入事例の分析が行われている3M)。

流域徹理レベルでの多目的資源管理を、指したGIS

の導入描想については，高知県馬路村(魚梁瀬営林署）

を対象に検討したことがある（図③)5〉。このときの課

題は，屈性データベースとなる行政データの幣備と，

データの梱江利川のための環境形成であった。土木，

商工，保他，林務などの各部局でバラバラにデータの

幣備を進めても，効率的な利用は望めない。また，デー

N梁技術N()6581997.1

一－

賜路材の流域資源情報の一例

▲図③流域資源情報の統合イメージ

撃地点

力ll盤地点

雅地

験地

標林

村界

夕の公開性と相互利用のTﾘ能性を保証するために，汎

用性のあるデータベースが望まれる。この特集でも触

れられると思われるが，国や学会によって進められて

いる「国土空間データ基膿整備聯業」との連携も必要

であろう。

現場レベルでは，まだ，共通座標系や環境,情報の整

備などには関心が薄いが，市llir村の政策立案には不可

欠の要素となってきている。市町村･の財政的支援を得

るためにも，林業情報だけでは森林GISの整備を進め

られないであろう。

また，林野庁計画課を'|』心に，森林簿･勝報の高度化

作業も進行中である。従来の森林簿を補完する形で，

1II能な部分からの標準化，民有林，凶行林の共通作業

ファイルの鵯備,IM:界的に関心の臘iまっている「持続

可能な森林経営」のためのモニタリング機能の強化な

どの点で，将来の森林GISの腱開が期待される。
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森林GISの導入と稼働
大阪営林局と東京営林局における

森林GIS稼働の実際

1．はじめに(GIS(地理情報システム))

昨年｢森林航測｣177号にPC-Mappmg/Windowsを

活ﾊ1した森林基本図管理システムの取り組み－大阪

営林局における森林GISの導入･lﾙ1発等について－を

褐戦させていただいた。このたび本誌｢林業技術｣に，

その後の営林局の取り組みや新たに導入する会員読者

向けに，導入に当たっての営林局での取り組みなどを

紹介してほしいという依頼があったので，東京営林局

や大阪営林局での稼働の実際を含めて紹介したい。

2PC-Mappingの導入について

吸近,GIS(地理情報システム）を|災って森林のデー

タ符理を行う取り組みが各地で行われている。文貰者

は製図係に所属している関係から,r地I叉lを作成する立

場」「地図を利用する立場｣に立った地図用ソフトが必

要と考え，地図の果たす役割を熟知している地図会社

が開発したrPC-Mappmg』を森林関係に活用できる

ように取り組み，現在はWindows95,Windows

NT3.51に対応できるPC-Mapping/WindowsVer.

22に切り替えている。

『PC-Mapping』には,PC-Mappmg/NXG,PC

-Mapping/Auto-Tracel．,PC-Mapping/Image

-Clippel･の3つの機能がある。PC-Mapping/NXGは

樅造化ベクターデータとデータベースを作成･編集し，

高機能の地理情報システムを作成できるソフトで，都

市計i町，道路施設管理，地籍街瑚，公園椅理，都市施

設管理，交通標識管理，街路灯稗f!I!,河川流域管理，

於恥点棉理，森林椅理，上下水道柚;叩，ガス施設管理，

不動産管理，災害リスク分析，観光案内など幅広い利

用分野がある。PC-Mapping/Aut()-Tracerはイメー

ジデータを構造化ベクターデータに連続自動変換する

ソフト,PC-Mapping/Image-Clippe,･はベクター

データ作成の原図や背景図などのイメージデータを精

密に綱集加工できるソフトとなっている。

3．導入・開発の経緯

等間線など地図データ作成群は,GISの全体費用の

8判を【I:iめるといわれている。このことは予算との絡

みもあり、各地でのGISの取り細みの検討課題になっ

園

§

さかいたけし

酒井武

ぐ東京営林局

q森林管理部計画課D

大阪営林局い

さいとうこうそう

齊藤胱三

13

ている｡大阪営林局では,5,000分の1森林基本図を縮

小して20,000分の1の施業符理計画図を作っている。

この'叉||釘は25年前から公共座標から成果を展開し,地

IXIの製|叉|誤差をできるだけ少なくするように作成し，

林班界，小班界，文字などの『鎚版』，河川や池の『ア

イ版』，標識や国有林内の歩道の『赤版』，等高線の『ネ

ズミ版』と4版に分版されている。

PC-Mappingを導入する前は手探りの状態で，この

分版された図面をスキャナーで読み取り，実務に活用

してはどうかと実施した。この方式のメリッ1,は，①

20,00()分の1施業椅理計l'llilXlと5,000分の1基本Ixl

の数値化情報作成が，単純比!|淡で『読み取り面積が16

分の1』で済むということ，②施業管理計画図作成段

階で分版されているので，基本図をデータ上で分版す

る必盤がない。このため，経費，時間が大幅に節約で

きるなどであった。

その後『PC-MappingJを導入した東京営林局では，

当初は施業管理計画図からデータを作成していたが，

さらに粘度を求めて基本図からのデータ化を行ってい

る。

4．森林基本図管理システム

営林局署の各課の仕事を分析すると，図面が主要な

役割を果たしている。しかし，縮尺が5,000分の1と

か,20,000分の1に限定されている現在の図面では，

19000分の1とか2,()00分の1のI剖而，またA4サイ

ズやB4サイズの説明用の|叉1面が必要な場合には，そ

れぞれの課で図面を作成する必嬰があった。しかし，

PC-Mapping/Windowsを活ﾊ1した森林基本図符理

システムでは，2分の1から200万分の1以上の図面

が作成でき，営林局の現場業務と連結した仕事に関係

のある事業部，森林管理部の大部分の仕事が処理でき

る。

GIS(地理情報システム)では，基本となる等高線な

ど地|叉lデータを共有し，各課での専門的な業務にも使

川することができ，①森林の現況の把握，②各種計凹

の樹立，③集計業務，④酬務jﾘ『内のネットワーク化，

⑤営林署にもPC-Mappin質を入れてのデータの共有

休業技術No.6581997.1
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▲図②Bird'sViewによる東京営林局管内の地形の立
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▲図①東京営林局・水戸営林署の基本図と調査簿の同
一画面への表示。
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化，などができる。

等高線，道路など，ラスターのままでは画線に属性

を入れることもできず，拡大，縮小に時間がかかり，

何よりも，データのメンテナンスが困難という欠点が

ある。このようなことから，大阪営林局では等高線

道路などすべてベクター化している。

5．稼働の実際

①図而と簿冊（データ）を同一画面に表示することが

できるので，地図を見ながら書類を作成することが

できる(図①)。等高線の線I胴や線の色分けによる表

示は変更でき，標高ごとの色分けもできる。

②項目の作成や辞書作成,簿冊のデータ入力は9｢ワー

プロ機能」を使用できる人はすぐに作成できる。

③生雌群や樹木名，法指定，所有者など辞諜ファイル

が簡蝋に作成でき，コード人力ができる。

④小班の分割も地図上で行い，而穣は地図上で簡単に

測定できる。画面の上で測点間の距離・総延長がわ

かり，その画面上で面積が表示される。｜叉l上検測も

でき，公共座標，距離の測定も簡単にできる。

⑤森林調査繩は基本データベースとして各種の業務に

活用でき，業務によってデータの，必嬰な項IFIをk

段に移動できる。デジタルデータとして臓歴の保管

ができる。

⑥Bi1･d'sViewによる地形の立体化や‘烏I倣図，段彩陰

彩“などもできる(図②)。将来，国有林の等高線を

数値データにすれば等高線を立体化することがで
えん

き，林道や堰堤・山腹工の設計時に完成予想|叉lを読

み込め，縦断図もできるので架線の計画もできる。
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▲図③標識の種類は国有林野図式の記号を作っている。

う地図データと各部局の業務に応じたデータが結合さ

れ，適切な情報が尚速に処理される。例えば，次の

とおりである。

(ｲ)境界標識原簿，巡検報告結果，売り払い，買い入

れなど，境界線のI僅歴をすべて記入でき，陸|有財

産の維持符理に使Nlできる。境界点の表示，標識

の種類も出せる（図③)。境界点の照会をすると，

公共座標が表示され，薄llIlも出せ，標識悉号から

図面の点を検索できる。測定関係の地形や標識の

種類もコードで入っているので，修正も数字を人

力するだけで簡単にできる（図④)。

(可計画課，治山課(IxiO),整備課，活用課等の各種

台帳類が大輔に削減でき，書類もデータとして光

磁気ディスク等に残すことができる。

しり崩壊地の写典等もスキャナやデジタルカメラに
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墓？《

》

、

口

－
６
Ⅱ
Ｊ
Ｉ
Ｌ
も
、
、
ｆ
８
０
巳
。
■

β
Ｊ
１
“
■
。
《

『
Ｊ
１
、
、
Ｌ
一
Ｉ
Ｉ
Ｌ
垣

の

器h

対匿畳号

匡殉1$名

揮編匡弩

厚羅扇夷

惇:創晶餓

厘匁筐迩

調夛

所厘市町吋

八手

軍

国軍薩号

な遼犀戦

瞼界幡別

年度I

猶膳l
ah路I

”鑓

三壷慢

率

瀬

尾厩

j鉾■職掲山町

緑
津
川
木
判

h

燕

0



－ロ伽一理命-＝。．＝いい色エサ預鮮W騨卵fLI

－lうり乢鰹x掴r十劃優巾榧阻溺哩11廼岨）濁璽唾冨喧(Al枝索(Sﾘﾜzfp?”那穴H】
|＝I|・・

侭

雨丘禰I涜画j両屈痙而1墾亜型型旦｣且…

15

ロロ－’ 一
一 9庶咽1

ｰ8重 1－二画一一一■._,ど‐戸両。’ ■■可■1mg]ﾛ砿刮画届1

一 －

』
犯
一
画

自邸
一
皿

華■１句９ 恥
一
癖
一

唖穴復扉T2Uap1rI】勺凡て唾41

▲図④標識番号等は必要に応じて，出したり消したり
できる。

函
一
竺竺

9”且左長U聯軸一.‐‘』醜－■ウ

ゴ
ー可一匡畜画WF石戸

▲図⑥崩壊地の写真，堰堤，山腹工事，標識，工事前
の写真，工事中の写真，工事完了後の現況写真。
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べり危険地区，崩壊土砂流出危険地区，台帳など
の図面と帳票を同画面に表示したり，図面だけ，

帳票だけ単独でも表示できる。
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IT印，

よって入力でき，｜司時に写真を兄たり，工事前，

‐風沖，工事完了後などの統合した‘ゲ真や，1枚

ずつ個別に見ることもできる(図⑥')c崩壊地の照

会をすると，周囲の距離と面破がI'I動計測でき．

崩壊地台1帳も出る。反対にデータから図面を呼び

IIIすこともできる。林道の場合もl'1じで，詳細内

群も入る。

3公共座標での入力もできるので，林内の米測壁箇所

の公共座標，任意の点も計測される。また、PC

-Mappin鷲で図而ができると，数il'11で人力できるの

で製|叉l誤差もなくなり，地職洲沓の絲果IxII自iの変更

があっても，簡単に測点が移動できる。

,森林調査簿のデータ、コード人ﾉJの検索は簡単にで

き(|叉|⑦)、小班照会をすると指定箇所のIni積が表示

▲図⑭東京営林局・水戸営林署の生産群，法指定の検
索を行い，生産群に合わせると辞書が表示される。
検索は－度に3段階設定できる。

される。データベース呼び出しをクリックすると該

当のデータがすぐに出てくる。反対に薄冊から地図

をll平びIIIすこともできる。また，特定簡〃『の検索呼

び出しをするとそのデータがIIIて,lxlimに色分け表

示もできる．典下刈り箇所，間伐簡所,i：伐簡所な

ども、林繩，林齢などで検索すれば色分け淡示もで

きる。機能類型も炎示でき(IxI(S)),土塊剛も也別に

炎'次できる。齢級別や磯能別の色分けが簡単にでき

る。

⑩ゲ真を人ﾉ』でき，データ化しているのでカラー写真
あ

の色槌せがない（図⑨)。

林業技術N().6581997.1

尾tl7
堂哩生

職
騨窯
盆:寒
緯釦・

嵩斡I

i亭呉{夢舛ナーフl

齢脅w；
感ポ
“,，



益16 .'輪I刺91必’

｜
》
》
錦
睡
軸
．
雫
《
《

藤
職
一つ急～～

一
一

一
Bpa噸&pIH・口毎加Ea0唾"季β■

11画睡望■⑭嵐憾い1嬢釦説つ鰯Pﾜ制）”畑》

ﾛﾛﾛ園回国画匡画国師一

WFI
劃

塾
四
一 r雨~1［~雨7可

188W“B角84岨い』
一

2“1QtO1狸J辿り

WV“。
－

■｡■
一
ｗ

－
Ｅ

－
ｎ

－
■

｜
Ｍ
－
ｂ
ｐ
１
ｌ
１

宮
ｆ
配
Ｂｆｆ貝呂
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択し，必要とするデータを表示できる。
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調査櫛11,320WI･簿冊の礪耽86.50kg,保安林面砿

258.000ha,公隙I1mW104.65011a,林道2.176.01ml,

耐行造林37,60011a,境界標石442,000点＝内訳／街
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▲図⑨Iノレーションを起動して小班の横にカラー写真
が表示される。

⑪分版されたデータは表示，非表示により．必要とす

るデータのみ表示できる（図⑩)。

⑫他のパソコンで作成したテキスト形式ファイルが読

み込める。林野庁が導入している『森林情報システ

ム』のデータが取り込め，森林情椛システムのコー

ドに合わせて昨『l}を作成しているので，森林情報シ

ステムとの連桃もできる。

⑬大阪糊林同符|ﾉ12府12鼎の膨大なデータがすべて

人力できる。

r‐ニー‐‐．．．‘．．。．‐．‐．‐．‐．．．‐．．．．‐‐．‐・‐．．．．‐‐．．‐‐‐‐．‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐一‐．‐．．‐．‐‐’

［参考］大阪営林局計画課関係のデータ量
ilmWi312｡500ha,小班'I6.700,雑本間枚数915".|

、縮尺の設定が簡単で，好みの大きさの図面がプリン

トアウ1,できる。

圃経年変化による地図怖報の修正も公共座標入力，基

本IxI|.に断たに製似|したIIIi線をデジタイザで入力す

ることによって，最新のデータを入れることができ

る。

li)このほかの利川として，森林倶楽部や森林教室など

で散蝿するコースも表示でき，滝の位競で照会する

と写典も州る(MCI))。

林紫投術No.6581997.]

葦雲霧

乾皇‘仁



このようにIXIIhi情報は1つでも，各部署の仕嚇の

内容に合わせて簿llI}をリンクさせ，いろいろな活用

ができる。

6今後の課題

(1)計凹撫ではrPC-Mapping』の連挑システムを,試験

するために，サーバマシン(記憶装置)1台，クライ

アントマシンとしてPC/AT互換機2台とNEC

-PC9801=1台の計4台をHUB･イーサネットケー

ブルで連結し,いろいろな方法を試して,森林情報シ

ステムの情報処理を行っている。また,大阪営林局で

は今年4〃から10月にかけて8"30台をパソコン

ネットワーク(LAN)で結合し、11月からは通話同

線を側〃jして，脳と全営林署でのパソコンネット

ワーク(WAN)の設定を行いつつあり，データの災

；付ができるようになる。

(2)宝箪樹林署管Iﾉ1全域の地図情報，大阪鴬林崎管|ﾉ1余

部の森林洲査簿のデータが入ったところで，予脚:'jf

惜の関係から地|災|情報のパソコンへの組み込みが遅

れており,現在は,充全に導入できている_i"署をモ

デル稗として各種業務の応用試験をしているが，ま

だ計画課内部での試験を試みているという状態であ

る。

(3)機能を｜･分生かすためには，全営林局・署にあるパ

ソコンのうち，各課で操作するマシンはWmdows

NT,Windows95が|分に動く程度の性能を持っ

たパソコンに切り替える必要があり，火阪営林局管

内は，現ｲ1§はこの段階にある。

(』)大阪営林局には雑本図が915枚ある。しかし，施薬

符瑚計IIIIIxlでは四パ判為|唱切18枚,Iﾉﾘ六判MLIつ切り

176枚,合計194枚となる。すべてをスキャナーにか

けると多額の継没がかかり．投資という形が取れな

い'向庁の会計制度の中では一度に入力できない。

分剤する〃法としては，①業務の必要性，里要腱

に合わせてデジタル化する方法,②10年計l山iでデジ

タル化する〃法，③施業管理計画に合わせて5年計

1mでデジタル化する方法等，検討課題はいろいろあ

る。

(5)各課や営林鶚にも『PC-Mapping皇を導入すれば，

IIII線でデータの送1,j･ができて，複製基本I勤が不要に

なり,II"li#々の現状把握ができて,必要な場所は縮

尺l{IIIIで出力雁II学でき,縦侍,依頼などの業務が不典

になる。

小班界を記入すれば，局，署が連動されているの

で，いつでも現時点の現況把握ができるし，胸i職.森
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林調査簿が作成できる。さらに,森林事務所,営林署

の事務の効率化が図れる。このように,活用の方法を
〃

考えればOA化による仕事の効率化ができる。

(6)オフコンでは，新しく機械を切り替えるには相当の

経愛がかかる。しかし,パソコンはオフコンに比較す

ると機械の経費は大幅に安く，機繩の改良が日進月

歩ですぐに機種が占くなるというのが現実だが，こ

れにも対応できる。

7．おわりに

①各地で基本図から作成する方向性で検討され，経費

の膨大さに二の足を踏まれているところがあると聞

いている。5,000分の1森林基本図を25,000分の1

に縮小して精度の高い製版原稿を作れば，パソコン

kで図面を結合する時間が節約できる。

図面作成の際の製図誤差，紙の伸縮誤差をできる

だけ小さくするために，基準点を公共座標から展開

する作成方法を地図会社に発注して，校正を厳密に

行えば精度の高い分版原稿はでき,|#I土地理院の発

行している地形図によって符内I叉lを作成している自

治体では,精度の高い地図もできる。ただし,優秀な

製|叉I業者を選定する必要がある。

②空中写真から作成された基本図の等澗線は，かなり

の許容誤差を持っている。トラバース測鐘の成果に

よって，等高線を修正してPC-Mappingから基本図

を印刷すれば，この誤差も修正される。

③使用I=|的に合わせてデータを結合し，新しい地図を

作ることも簡単にできる。

＊＊＊

今後，森林情報のGIS化は進んでいくが，『経費の節
こた

減と精腱の向上』という相反する要求に応えることと，

操作の簡単なことなどがポイン|､になると思う。

大阪営林局のGISの取り組みは，ほぼ基本構想はで

き上がり，管内全部の基本図データの数値化を行いた

いという段階となっており，計画課ではホームズ構想

を作成し，各課での活用の方法を検討できるよう提案

しているが，日々の仕事に追われ新たな業務に取り組

みにくいという実態である。各課で仕辮に精通した人

たちが検討を始めると，もっと効率化が図れるものと

思う。

東京営林局では水戸営林署管内と平塚営林署の高尾

国有林の地図情報を読み込んでおり，大阪と同じよう

なテンポで進んでいる。

（文責：齊藤）

休業技術No.6581997．1
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特集森林GISへの道’ 林野庁計画課地域森林計画係長

鯵都道府県森林GISアンケート調憲より●

森林GISに関する都道府県の

取組み状況の概要

1はじめに

わが国の森林資源情報は，地域森林計画の基礎資料

である森林簿および森林計画図による情報がベースと

なっているが，民有林に関する森林情報の維持管理主

体である都道府県において，情報処理の効率化・尚度

化等をねらいとした地理情報システム(GIS)導入への

動きが，近年急速に高まってきている。

本稿においては，㈱H本林業技術協会編集部が，都

道府県の森林計画担当部局に対して行った森林GISに

関するアンケート調査(平成8年9月末現在）を基に，

森林GISの導入状況を整理するとともに，都道府県レ

ベルで何が検討されて，また,I!ﾘが課魑となっている

かを紹介し，今後の森林GIS推進のための参考とする

ものである。

2．アンケート調査結果の概要

調査結果については,後掲の表①｢森林GISの導入の

状況（都道府県)」および同じく後掲の表②「森林GIS
齢よく

の導入済･計両'l｣の都道府県の進捗状況」のとおりで

あるが，この中から主な項Hについて取り出し，以下，

項卜|別に紹介する。

(1)導入状況

平成8年9月末現在のシステムの導入状況を見る

と，「導入済」（システムの設計を開始したものを含む）

としたのは15隈で，また，「計画中」としたのが1ル↓

あり，平成元年以降着実に増加しつつある。これは，

近年のソフト．ハード技術の進展やGISの有効性等の

理解が急速に進んだことなどを背景としているものと

考えられる。

また，現段階で導入未定（31膿）とした県のうち，

｢検討中」としたのは21県，「未検討等」としたのは10

県となっているが，これは森林iGIS導入へ向けて|英1面

等の既存資料を盤備中であること，庁内全体のシステ

ムとするため検討中であること，森林GIS技術の進展

等について情報収集を行っている段階であることなど

が主な理由と考えられるが，今後は計而中または検討

中とした県を中心に順次導入が進んでいくことが想定

される（表③，④)。

休業技術No.6581997.1
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－表③森林GISの導入状況（今回の調査）－

単位&都道府県数

導入済（システムの設計を開始）15

計 画中1

検討中21

未検討あるいは情報収集段階10

「
表④

零"陣入漬.計画中認道欝暴患罰
～昭和63年度 平成元年度 3年度 4年度

2 1 1 2

5年度 6年度 7年度 8年度～

2 1 2 5

(2)導入の経緯

導入の経緯は，林務独自あるいは林務主導が多く，

全庁的導入は少ない。

本調査では,他部局のGIS導入状況が不明のため,本

稿をまとめるに当たりいくつかの県に確認したとこ

ろ，他部局ではまだ着手されていない場合や，着手さ

れている場合でも林務担当部局のシステム開発が先行

している場合が多く，これらの県においては林務担当

部局がGIS導入に対して主導的役割を担っていること

が想定される（表⑤)。

森林情報については，すでに図面（森林計画図）と

属性情報（森林簿）が整備されていること，多方面で

の具体的な活用が明らかであることなどから，今後，

全庁的にGIS導入が進んできた場合，二重投資による

ロスの回避や情報の相互活用を図る意味からも，林務

担当部局の役割は大きいと考えられる。

－表⑤導入･計画の経緯（計16）－

単位：都道府県数

全 庁的導入2

林務主導2

林務独自11

森林計画独自1

(3)導入の理由

設問方法が,p.21にある表⑥の①へ④については該

当するものに○をし，⑤のその他については具体的に



19

記述するものであったため，①～④は総論的理由，⑤

は具体的目的を持った理由となっている。

また，①については，森林情報の整備に関連する理

由であり，②～⑤は情報の活用に関連する理由である

と考えられるが，①に該当するとした県は他の理由も

該当するとしており，①～④のすべてに該当するとい

ったところが実態に近いと考えられる。

また,⑤で具体的理由を記述した県のシステムには，

森林機能評価のためなど具体的な目的に即したシステ

ム|淵発をまず行い，入力データ等も準林班単位といっ

た開発の目的に必要なものに限られたものとなってい

るものも含まれている（表⑥，21ページ参照)。

表①森林GISの導入の状況（都道府県）

平成8年9月30日現在/R林協『都道府県森林計画掴､l1課への森林GISに関するアンケート』より

森林GIS導入の状況（導入済・計画中・未定）

導入済(着手年度）｜計画中(着手年度）｜未定(検討中/未検討）
都道府県名 傭 考

道
森
手
城
田
彩
島
域
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
臺
岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
一
島
縄

海
宗
一
歌
一
一
児

北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
干
東
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
一
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

○(H1～）

○(H4～H9)

全庁的導入，2計画区で実施

情報収集等の段階

林務独自，全民有林を対象
モデル事業としての検討あり

導入に備え図面の整備に着手

情報収集等の段階

導入前に既存資料の整備の要あり

時期未定だが計画準備に着手
情報収集等の段階

データベースの整儲に引続き着手の予定

全庁的導入，全民有林を対象

林務独自，森林機能評価で運用

林務独自，内地の一部を対象
林務主導，全民育林を対象

森林計画独自，全民有林を対象

林務独自，県産材振興事業に
惰報収集等の段階

〃

既存資料の整艤検討の要あり

時期未定だが計画準備に着手

林務独自，全民有林を対象
時期未定だが計画準備に着手
僧報収集等の段階

時期未定だが計画準備に着手

林務独自，森林の機能評価に

情報収集等の段階
〃

林務独自，－部市町村で完了

情報収集等の段階
〃

〃

林務独自，全民有林を対象

情報収集等の段階
庁内での導入検討
時期未定だが計画準備に着手

情報収集等の段階
林務主導，全民有林を対象

情報収集等の段階
庁内で導入検討プロジェクトが始動
林務独自，森林災害把握に利用

情報収集等の段階

8年度は試験的に等高線(ラスター)入力

林務水産共同，林務行政全業務を対象
5カ年をかけて検討している
情報収集等の段階

時期未定だが計画準備に着手
情報収集等の段階

○
○
○
○

Ｊ
今
一
一

９
－
Ｈ
一
く
一

○
一

一
の
Ｄ
Ｊ
－
ｊ

－
１
１
９
８

－
Ｈ
ｊ
Ｈ
↓
Ｈ
－
Ｈ

二
一
一
４
一
二

一
５
３
８
５
６
－
５

－
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｓ
Ｈ
－
Ｈ

ｌ
く
く
く
く
く
一
く

一
○
○
○
○
○
宰
○

..6~(H9=H11)-..1……~~~.~－－.~~－．

○(H4～H8)

○(S57～）

○（未検討）
○(H8～H12)

一一一一一一●÷●や＝凸＝つ車口令与一一一一雫

○(H7～H11)

O(H8)－．－－．.……－」.一一一….__.….‐

○(H7～H9)

計 15 1 31
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表②森林GISの導入済・計画中の都道府県の進捗状況
(平成8年9月30日現在／日林協r都道府県森林計両担当課への森林|GISに関するアンケー|､』より）

国工基本図
図郎割との
整合の有照

公共座概
との整合
の有無

森林基本図
からの読み
取り

利用事例
(躯業名／主題図）

等高線の入
力方法

導入の経緯／理由／進鯵状況／機器等導入年度都道府県名

森林計画関係，造林関係‘
林道関係
／森林計画図，森林墓本図
森林位腫図，森林機能配置
図，林班位圃図，管内図

格子状のボ
イントデー
タより自動
発生（国土
地理院デー
タと併用）

言 膏原寸のまま全庁的導入／業務の効率化・高度化に期待
etc./13森林計画区のうち宗谷森林計画区
全域と上川北部森林計画区の－部で実施。H
4からは更新時期，現在に至る。
(NSSUNSP/20S-8-152-64-P95新白
鉄,ソフト?ARC/INFOVer.7他パスコ〕

北海道 H1~

森林計画関係，県育林関係
／森林計画図，森林基本図，
森林位圃図森林機能配画
図，地番図，林班位置図，
県有林位魎図，県有林施業
図

有 膏林務独自／単独運用してきだ各システム（森
林計画樹立，森林施業計画．造林補助事業，
県育林経営管理）を県オンラインシステムに
より統合運用し，資料の相互利用を図り業務
の効率化・高度化に期待。
／基礎データ入力はH6～9(i現在5森林計
画区のうちの2計画区目に入る）
〔富士通S-4/20,S-4/5,ソフト:ARC/
INFO,ORACL日

林務独白／業務の効率化．高度化，シミュレ
ーションによる様々な桟討を期待/H9～11
年度の3カ年予定。開発中のデータベースと
結合。
〔機器等未定〕

原寸のまま ラスター入
力の後ベク
ター化まで

岩
エ
チ H4～H9

有(予定） <利用予定）森杯計画関係，
造林関係，林道関係.保安林
等治山関係，邑然公園関係
／森林計画図，森林墓本図，
森林位睡図．森林機能配圃
図，地番図，地鱈図．林班
位衝図，管内図

青の方向
で検討

原寸のまま ラスター入

力の後ベク
ター化まで

群馬 H9~

(利用予定）森林計画関係，
滝林関係，林道関係，保安
林等治山関係／森林計画図，
森榔墓本図，森林位湿図，
森林機能配置図，林班位置
図，山地災害危険地区倫窟
図，県営杯・公社林位竃図

直擾ベクタ
ー入力

有 青
(必要に
応じて）

全庁的導入／別記の理由・期待により/H5
～8年度<プログラム開発),H8～12年度
(入力・全県下の民育林を対象〕
〔ソフト：埼玉県森林情報システム三菱電
磯〕

原寸のまま埼 H5～H12玉

森林計画関係，
山関係
／森林位函図．
置図

保安林等治

森林機能配

(1/25,000） 都市計画の
ものを利用

無 言林務独自／都市計画図アータを使用してスタ
ート(H3～4年度･森林機能の評価のために
導入)。森椛基本図からの入力は検討中。
(IBM7013-580(サーバーシステム)．IBM
7012-37T(クライアントシステム，ソフト；
ARC/INF○パスコ〕

H3~干葉

(利用予定)森林計画関係／
森桃基本図

有の方向
で捜討

青
(必要に
応じて）

林務独自／間伐等の森林整備のための診断に
利用.／全体5カ年計画（内地の一部を対象）
CSUNスパークステーション20(ワークステ
ーション),ソフト:森林地図摘報アプリケー
ション（アークインフォメーション)パスコ〕

原寸のまま 都市計画局
がベクター
入力しだ地
形図をその
まま利用

東 京 H8～H12

森林計画関係，造林関係．
林道関係，保安林等治山関
係，自然公隠関係
／森林計画図，森林基本図，
森林位禰図，森林機能配緬
図．林班位鱈図

林務主導/S59には全管内の入力完了。
S60～H2システム更新（簡易利用システム
の開発)｡H3～7にハードウエア更新（属
性・地図の統合）
(IBM大型汎用機(IBM9121-90)、ソフト：
ARC/1NFO)

育 有原寸のまま
都市部では
1/2.500を
縮小

ラスター入
力まで

禅奈lll S54~

盲 (利用予定）
森林獣画関係
／森林計画図，森林基本図，
森林機能配通園

森林計画独白／業務の効率化．高度化が期待
される｡/H8年度中に全管内の入力完了予
定〔システムマネージャーS-701H,ソフト：
同ソフトキヤディツクス〕

原寸のまま ラスター入
力まで

照新潟 H6～H9

原寸のまき 膏 県産衛の振興
／森絲計画図，森林基本図，
森林位畷図，森林機能配禰
図，机班位懲図，帆相図

林務独自／県産材生産のための資源状況を明
らかにし県産材の計画的な出材を図るための
情報を整備する（4カ年計画・5流域・2万
haを対象)｡(MS-WINDOWS95,ソフト：
とやま材産地情報管理システム曰本テクニ
カルセンター〕

ラスター入
力まで

照雪
雷 Ⅶ H5～H8

有(予定） (利用予定〕森林計画関係／
森林割画図，森林蟇本図，
森林位這図。森林機能配置
図，林班位簡図

林務独自／業務の効率化高度化が期待され
る。前半年度で全管内の入力完了予定。
〔キヤデイックスシステムキヤテイツクス〕

原寸のまき ラスター入
力まで

H8～H11 蝿岐阜

有 森林機能評価
(利用予定）
森林酎画関係，造林関係、
林道関係，保安林等治山関
係

林務独自／業務の効率化・高度化が期待され
る｡琵琶湖の保全を図るため,水源かん菱，土
砂流出防備，環境保全としての森林の位置づ
けを図る（森林の機能評価が重要な課題とな
る、本年は全体5年度計画の最終年度にあだ
り入力完了段階)｡森林計画ベースでの利用は
今後の検討課題｡(パソコン(98NOTE),ソフ
ト:ArcView2(WINDOWS版）

1/25‘000 ラスター入
力の後ベク
ター化まで

無H4～H8滋賀

林業技術No.65819W]
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表⑥導入理由単位：都道府県数（複数回答）

①長期的な予算減少，人員削減により，森林簿等の整備水準の維持が
困難になってきたため･……．．…･“･………．．…･…･･･････…･･….…….

②業務の効率化・高度化への期待．．…･･……．．…･….….………….…

⑧大規模な経営計画の策定を容易にするため.､.､…….….….……...．

④シミュレーションによるさまざまな検討を可能にするため….“…・

◎その他ヨ本的に記述

各システムの統合・行政のネットワーク化への対応のため･・・

森林機能評価のため．．………………．．…･……･…･･…･…･……･･･…

間伐等の森林整備の診断のため…･…････．．……･…･…･･．.………

県産材の計画的出材のため･…．．……･…．．…………"･･･…－－……..…

森林災害状況の把握のだめ．………….…….“….……..….…

(1)

４
９
３
３

導入に際しての助成措
置等

県単（戦略プロジェク
ト推進費･H1～2),
国庫（総務・森林地図
情報システム化事業
H2～3)

国庫（林務）と県単併
せ（森林資源管理シス
テム整備事業）

備考

州
Ⅱ
１
，
ゞ
Ｕ
刀
叩
’
ん
１
１
４
０
１

(4)進捗状況および計画期間

システム|淵発'1Jおよびデータ入力中の県が多く,活用を開始している県は少ない(表

⑦)。

また，システムの開発開始から活用開始までは，平均5年を要する計画となってい

るが，これは多額な初期投資に対して，年度ごとの予算措置を分散させる必要性があ

ることが主な理由と考えられる（表⑧)。

広範開にわたるシステムの開発には，多くの時間と経費を必要とするため，まず，

基本となるシステム開発から始め，その後，段階的にシステムを拡充し，またはデー

タを嬢備していくことが現実的であり，このためにも，全体計画を十分に検討してお

くことが重要になると考えられる。

県単

国庫（林務）と県単併
せ(森林計画推進事業）

県単
表｡ 進捗状況単位：都道府県（複数回答）

9（1）データ入力全県終了

6（3）データ更新

4活用開始

10(2)

システム開発中

システム開発終了

主な機器の設置終了

データ入力中

2（1）

4（1）

3（1）
県単（多摩森林整備モ
デル地区の育成事業）

注：1

2

3

（）は．具体的理由による開発の小規模なシステム数で内数
データ更新には一部データ更新も含む

活用には－部活用も含む国庫（林務森林計画
樹立事業）県単（森林
情報システム整備事
業）

表⑱ 全体計画期間．

2～6年

1～6年

2～7年

2～8年

システム開発

機器の整備

データ入力

全体

平均2．9年

平均2．2年

平均4年

平均5年

国庫（林務）と県単併
せ〔地域森林計画編成
等事業）

(5)その他の項目について

上記以外の項目については，誌面の都合上取りまとめ表として紹介できないが，検

討課題として考えられるものを挙げれば，次のとおりである。

ア現在活用されている森林の地図情報（森林計画図）と公共座標や国土基本図

図郭割との整合性

これは，各種国土空間基盤データの活用や，市町村や民有林・国有林の範囲を超え

た情報の一体的管理等のため，今後重要なものになってくる。

イ等高線データの入力および森林基本図からの読み取り

傾斜地を主な活動の場とする森林・林業にとって等高線データは極めて重要なもの

となるが，データの初期入力経費や国土数値地図情報の活用等についての課題検討が

必要となる。また，読み取りについては表②を参照されたい。

県単（とやま材産地惰

報整備事業）

県単

県単

林業技術No65819971



都道府県名

兵庫

島根

香川

福岡

熊本
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導入年度

S57~

H8～H12

H7～H11

H8

H7～H9

導入の経緯／理由／進捗状況／機器等

林務独自／業務の効率化・高度化が期待され
る｡／現在の入力は,一部の市町村(6市町村）
にとどまっている。他部局でも導入開発がみ
られるようになってきている。
(IBMRS6000-530H,ソフト:ARC/
INFO,ArcView2)

林務純白／別記の理由期持により／全管内
を対象。H11年度より本格稼働の予定。
〔システムマネージャーS-701H,ソフト：
FX7001-RMキャディックス〕

林務主導／別記の理由・期待により。そのほ
か森林の詩つ機能の評価について総合的な見
直しに期待｡／全体5年度計画により全管内
を対象。
〔パソコン(マッキントッシ1)，ソフト：
MapGrafix〕

林務独自／当面森林災害状況の把握を迅速・
正確・安価に行う手段として導入／災害発生
後の衛星データを利用し，その中心点を特定
し,範囲4ha(200m×200m)を図化し,294
haに相当する森林計画図と衛星写真(4ha)
とをディスプレイ上に重ね合わせて災害状況
を把握する。
〔既存ノート型PC(i容量アップ)]

林塞独自／別記の理由・期待により。その他
理由として，⑦リモートセンシングデータの
地図情報システムとの併用，②空中写真の
CD－ROM化，⑧OA担当課より林務行政に
対して第2期OA化計画着手指示。
全体3年度計画(H7～9),県内全民育林を
対象(CADIXスーパーワークステーション
S-21H,ソフト？CADIX純製ソフト〕

※水産行政（内水面，海面）と共同開発／国
有林基本図含/50mメッシュ漂高データ
利用

森林墓本図
からの読み
取り

原寸のまま

原寸のまま

原寸のまま

原寸のまま

原寸のまま

|襟の入
ラスター入
力までの予
定

通糟はラス
ター(背景
図)として
使用。必要
に応じベク
ター化して
鳥蹴図に利
用

ラスター入

力の後ベク
ター化まで
(ラスダー
データはシ
ステムデー
タとして保

存していな
い）

災害発生時
点で必要箇
所のみラス
ター入力
(森林計画
図）

ラスター入
力まで

国土基本図
図郭割との
整合の有無

無

有
(橦討中）

無

言
(捜討中）

盲

＊表中の［別記の理由］…アンケートでは，次の導入理由については，次の一般的事項を
掲げた。●長期的事業予算の減少や人員の削減に対処，●業務の効率化・高度化に期待，
●大規模な経営計画の策定に貢献，●シミュレーションによる検討に期待。

都道府県森林GISアンケートについて編集部
●アンケートは，都道府県森林計画担当部課より，、I速成8年9吋末日現在で向答をいただ

きました。アンケートの集計ならびに総括表への取りまとめは編集部が行いました。
●アンケートにおける設問内容は，誌面の都合で省略しました。具体的項目については表

①と②に整理して示しています。また，記述式1画I答の内容(森林GIS導入に際しての問題
点.課題点，林務行政における森林GISの展望等)についても多数の回答をいただきまし
たが，誌面の都合で割愛せざるをえませんでした。その一部は，本文コメン|､の中で紹

介してあります。

●アンケートにご協力いただきました各都道府県のご担当部課には，厚くお礼申し上げま
す。

林業技術N().6581997．1

公共座標
との整合
の有無

青
(必要に
応じて）

青

膏

有

利用事例
(事業名／主顕函）

森林計画関係／(利用予定）
林班位澄図，森林基本図，
森林機能配腫図，森林簿デ
ータ検索

(利用予定）
森林計画関係，造林関係，
林道関係，保安林等治山関
係，自然公園関係，森林保
護関係，保溌猟政関係等
／森林91画図，森林基本図，
森林機能配腫図，地番図，
地鱈図，林班位置図など林
務および自然公園・土地利
用に関係する図面すべてに
利用

(利用予定）
森林計画関係，造林関係，
林道関係，保安林等治山関
係，自然公園関係，森林総
合保全施策関係，公共土木
関係，土地利用関係
／森林計画図，森林墓本図，
森林位囮図，森林機能配圃
図，地番図，林班位置図，
管内図，森林機能評価図，
土地利用計画図，自然公園
図

(利用予定）
森林林地災害の状況把
握／森林計画図

(利用予定）
森林計画関係，森林施業計
画関係，林業構溝改善事業
関係，造林・間伐関係，県
育林関係，林道関係，特産
樹芸関係，木材登録流通関
係，林地開発関係，自然公
園関係，鳥獣保護関係，保
安林関係，治山関係，林業
試験研究関係
／森林計画図，森林墓本図，
正射写真図，各種地形図，
森林位侭図，森林機能配圃
図，地番図，管内図，主要
道路位超図．河川位置図，
森林土壌図，品種位画図．
次代換定林位置図，林柵実
綱位圏図，県有林管理図，
母樹林位邇図，彼災箇所位
霞図，施薬履歴図，森林病
害虫関係位潜函，森林公園
位侭図，林道路網位置図．
ｲ乍業道路網価暦函，竹郡位
置図，林業関係施般位置図，
木材関係位髄図，林地開発
位癒睡，水源地位瞳図．自
然公蔭計画恂置画，馬獣保
謹区域位腫図，野馬生息分
布倫魎函，獣類生息分布位
置図，保安林管理図，治山
施T箇所位瞳図，山地災害
危険箇所怖蔵図



喜入に際しての助成措
置等

県単(森林情報システ

ム導入整囑事業・7年
度)，国庫（林務･地図
構報システム推進事
業8年度)，県単（森
林情報システム整備事
業）

県単（森林総合保全対
策推進事業）

国庫（林務地図惰報
システム推進事業）

国庫（林務・捜討費）
県単（林務水産地図情
報システム化事業）

(2)

備考

〔燕）
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ウ多方面への活用

利用事例を見ても，森林計画業務はもちろんのこと，林道，治山，造林等林務行政

全般にわたってGISへの期待があることがうかがえる。

これらのことに対する個別の状況については，表②｢森林GISの導入済.計画中の都

道府県の進捗状況」を参照していただきたい。

(6)導入済・計画中県のコメント

今回の調査では,さまざまなコメントが寄せられた｡すべてのコメントを紹介する誌

而がないのが残念であるが,その一.部について各都道府県の生の声を紹介してみよう。

ア開発・導入経費に関連して

開発．導入経費関連では，①経賀がかさむ，②職鱒:が困難，③バージョンアップへ

の対応の問題，④投資効果の明確化への課題，といった4つに大別できる。

なかでも経費については，森林GISシステムの開発には多額の初期投資を要するた

め，情報の整備を行っている森林計画担当部IIIjのみでの対応は困難であることから，

大部分の県が当問題に関したコメントを寄せている。森林GISは情報の裟備に有効で

あることのみならず，森林施業計画の樹立，経営診断，木材の安定供給、林地開発．

保安林行政での活用、路網の整備計耐等情報の間度な活用に極めて有効であることか

ら，情報の活用が期待される多くの分野との連携の下に，林務担当部局全体あるいは

全庁的対応の下，コストパフォーマンスを向tさせることが重要であろう（表⑨)。

表⑨開発・導入経費に関連したコメント（例）

●経費がかさみ短期間での導入が困難なので，計画的，段階的な導入が必要

●事例が少なく，システム開発費の適正な積算が困難

●機器の進歩が早く，これに伴うバージョンアップの問題が危倶される

イ森林GIS開発・応用技術に関連して

整理すると，①惰報の粘度アップと更新の確実性の確保，このためのリモセン情報

の活用,②情報の即時性と滴用の簡易性の確保,このためのオンライン化とパソコン処

理技術の活用,③他の情報との相互乗り入れの問題,といった課題が浮上する(表⑩)。

これらは,森林GISの開発に際しては,リモセン‘情報やパソコンによるオンライン化

等を含めた，総合的な‘|簡報処理体系を視野に入れつつ椛進を図っていくことが重要と

なることを示している。

表⑩森林GIS開発・応用技術に関連したコメント（例）

・リモートセンシング情報の活用技術に期待

・地番単位だとデータ墨が膨大となるため，林相区分を単位にデータを管理

・3次元解析ソフトの開発が必要

・すべての処理をパソコンで可能にする技術開発が必要

，1/5,000の森林基本図は19座標系平面直角図で,一方,地理院発行の1/2.5万以上の

地図はメルカトル図であり，座標系の違ったデータの変換が難しい

・他のシステムのネットワーク化が必要

，標高データとしては,森林基本図からのコンター入力は多額の経費がかかるため'国土

地理院の50m標高データを活用している

･市町村単位のデータとのフォーマットの整合性が必要

。GIS技術の進歩がどのようになっているかの最新の情報がほしい

ウその他，運用・普及等に関連して

今後，多くの行政情報は，広く一般に公|州し共有していくことが基本となっていく

と考えられるが，この場合，①操作のWii易性，②データの偏加性，③プライバシー保

休業技術N()6581997.1
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誰等が課題となっている。

また，④人材の育成の必要性，⑤データの更新やメ

ンテナンス等への不安等も，コメントとして寄せられ

ている（表⑪)。

今後は，情報公開の動きにも留意しつつ，これらの

課題に対応していくことが必要となってくると考えら

れる。

－表⑪運用・普及等に関連したコメント（例）－

●パソコンによりだれでも使えるシステムにすることが

必要

③情報公開とプライバシー保護が課題

②森林GISを活用できる人材の育成が必要

●データ更新，メンテナンスが未知数

●他分野のデータも活用していきたいが，情報が少なく

入手も困難

(7)導入未定県のコメント

導入未定県の中には，具体的に検討を開始している

県から情報収集等の段階にある末検討の県まで現状に

大きな幅があり，その内容によりコメントも相違した

ものとなっている。

末検討とした県のコメントでは，経費の問題のクリ

アー，すなわち，予算化するための決め手がないため

情報収集段階とした県と，まだ話題になる程度とした

県に2分される。

また，具体的に検討を開始している県では，導入の

前段階として図面整備や他業務との調整を行っている

とした県も多く，今後,これらの県で森林GISが随時導

入されていくことが想定される（表⑫)。

表⑫導入未定県のコメント（例）－

●経費が最大のネック，情報収集を重ねたい

●目的を限定し，保守管理負担の少ないGISを取り入

れることを検討中

e導入前に既存資料の精度を高める必要があり，図面

整備に着手

③導入後のメンテナンスに不安あり

･各々のソフトの特徴を整理したものがほしい

●市町村が先に進んでおり，今後，整合性が必要

●国土数値地図情報やリモセンデータの活用技術の開

発が必要

⑬GISの維持管理状況（委託まだは自力）とその経費

を知りだい

●林務部局内の情報の一体化がまず必要

④全庁システムにするだめプロジエクトチームで検討

中

●庁内・部内で話題となる程度で計画準備の段階にな

い

林業技術No.6581997．1

3．まとめ

森林簿および森林計画図による情報は,昭和20年代

から営々と調街を重ね，森林に関する情報源として膨

大な内容を持つに至っている。

今,GISの登場により，これらの膨大な情報を高度に
も‘

活かす道具を得ることができたといえる。

政府においては，地理情報システム|對係省庁連絡会

議における中間取りまとめを平成8年6月に行い，こ

の中で同会議の局長級への格'三げや作業部会の設置等

の体制強化の必要性が朧り込まれ，クリアリングハウ

ス(データ等の検索システム)の構築･メタデータ(デー

タ属性を詳細に示した情報）の標準化，、ド成8年度か

ら3年間をGIS椎進の基盤形成期，その後3年間を普

及期とするなどの方向が示されたところである。

また，林野庁としても，①森林が国土の2/3という

極めて広範囲を占めていること(面的な広がり)，②そ

の大部分が急傾斜地にあり，また，標高差もあるとと

もに，森林そのものにも立体的構造があること（立体

的な広がり),③森林簿情報にはさまざまな情報が整備

されていること(情報の多様性)，④森林の育成は超長

期にわたること（時間的広がり）等により，これらの

多様な情報を地図の上で有機的に結合しうるGISは，

森林・林業にとって極めて有効な技術となりうるとの

認識の~ド,｢森林地図情報システム化事業｣(平成5～7

年度)，「地図情報システム推進事業」（平成8～10年

度)等を通じて,各都道府県の森林GIS導入に対して支

援してきているところである。

以上のような国レベルでの動向に呼応するように，

各都道府県においても森林GIS導入への動きが加速し

ており，今回のアンケート調査により，その現状の一

部が浮き彫りにされた。今後は，森林GISの導入によ

り，情報の性格はどのように変わるか，活用はだれが

どのように行うのか，その場合の情報の維持管理はど

のように行うかといった，より広い視点に立っての検

討が必要な時代となってくるであろう。

林業を巡る情勢が厳しさを増す一方，森林に対する

国民の要請が高度化･多様化する中で，森林GISは，単

にこれまでと|『1様の森林計画樹立のための資料にとど

まらず，住民参加等の開かれた計画策定を実現するた

めに必要なツールとなるほか，林業生産活動の活発

化・適正化や，その他の森林に関するさまざまな施策

を，効果的かつ効率的に実施するために重要な役割を

果たしていくことが期待される。
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特集森林GISへの道 建設省国土地理院研究企画官

･学会．GISを巡る業
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ビールを提出するための議論を進めてきた｡95年1月

311･iに，理事全員の承認を得てr空間データの社会基

盤整備に関する提言書」を発表した。提言事項は，以

下のよう鞍内容である。

「空間データは，社会資本としての役割を果たすも

のであると認識し、そのうち社会韮雛として砿要であ

るものについては，その幣備と流通を，｜灘|家事業とし

て速やかに，かつ効率的に推進すること。

これらの喋伽にかかわる法制腱上，行政上，技術'第

の諸問題を解決するため，次のような業務を行う組

織・体制を政府部内に嬢備されたいこと。

①社会基盤として盤えるべき空間データの種類およ

び内容の総合調整，②|記窄|側データの内容を表すた

めの標準様式の制定，③上記空間データの流通および

利用（電子ネットワーク化を含む）にかかわる総合調

整，④その他，社会基盤として整えるべき空間データ

の円滑な整備にかかわる事務｣。

GIS学会は，上記提言鍔を95年3月1日に総務庁

へ提出した後，6月末まで4カ月にわたり関連する省

庁に提III・説明を行った。この提言は,11本で初めて

空間データ基盤整備の必要性を指摘した点で意義深い

ものである。各省庁は，おおむね前向きに提言を受け

止め，一部の省庁ではそれに対応して研究会等を発足

させた。

96年10月には，空間データ埜盤盤備事業の内容や

意義について広く社会の側1解を求めるため,｢空間デー

タ基盤繋備事業とGIS」と趣した洲淡会を大阪で開催

した。当Rは全僅Iから500名を超す参加者があり，空

間データ基盤への関心の深さがうかがわれた。

(2)東大GISラボ

学会での大きな|､ピックスに，東大のGISラボ(地

理情報科学研究共同体）の設侭がある。これは東京大

学大学院工学系研究科に96年4月に設臘された学内

共同研究組織で，多くの他部局も含めた研究肴ととも

にGISの基礎研究，応用化研究を進めると同時に，多

くの学問分野に貢献できるGISの研究センター設立

をF1指している。ラボの研究分野は，空間データの組

1．はじめに

近年,膝|の内外におけるGISを巡る動きは活発であ

る。米国では，1994年4月にﾉ<統領令が出され，連邦

政府を中心に組織されたFGDC(FederalGeographic

DataCommittee:連邦地恥データ委員会）による

NSDI(Nati()11alSpatiaIDalaInfrasLructure:I｣牡

空間データ雑雛）の柵築を'1脂した先進的な活動が進

んでいる。これにより，腿I家の堆樅的な地|叉|データの

作成，データ作成者、柵:恥者およびfilm者をインター

ネットで結ぶネットワークの描築,メタデータの幣備，

データの一般公開聯が飛蹴的に進鵬するものと思われ

る。また，英縢Iでは全隣|の大縮尺の竃子地'又Iが、オー

デナンスサーベイとライフライン関連会社の協力によ

り，95年末には主要都IIiで1/1.25(),IIII村で1/2,500,

山地で1/10,000の縮尺で1終備され刊行されている｡韓

侭Iでは,iﾉW暦200()年までに全国のデジタル地形図(1/

1,000,1/5,000,1/25.000)と地下施設のデジタルマッ

プ幣備を計画している。

わが国においても，この2年間にGISに関連したい

ろいろな動きがあった。特に,GIS終備の基礎となる

空間データ基雛確備を中心にして大きな変化があっ

た。本稿では，この間のGISを巡るわが国の学会，業

界，官界の動きを紹介する。

2．学会の動き

(1)地理情報システム学会

わが国におけるGISに関する唯一の学術研究団体

として，地蝿情搬システム学会(GIS学会)が1991+Iz

11月に設立された。同会は，96年9月現在，いろいろ

な学問分野から成る会只630名,賛助会員45社を擁す

る任意卜j1体である。サミな活動として，鯲年秋に学術研

究発表大会を開催し,論文集を獅年2m発行している。

また，オブジェクト指向GIS,防災GIS等いくつかの

分科会を設け,GISの韮礎的，理論IW研究と，各方面

への応用研究を職種的に行っている。

GIS学会では，空間データをGISの研究，利用に不

可欠な資料として位臘付け，米隣Iの大統領令が出され

た94年の4ノj直後より空間データ獲備に関するア

林業技術N().65819Wl



26

織的な入手･前処理，保存｡管理，操作･分析，表示・

伝達を行うための汎用的方法および方法論を研究する

基礎研究と，その基礎研究を具体的な対象に適用する

方法および方法論を研究する応用化研究がある。GIS

の研究は，工学，理学分野に限らず，農林水産学，経

済学，法学，人文社会学，医学にも及ぶ。これらの分

野の研究者が集まり,GISの学際的な研究を行う場を

提供することを目的とした施設である。

本ラボはGIS科学を深化するために,基礎研究およ

び応用研究にかかわる研究者が集まり，研究交流の場

を作り，地理情報科学の積極的推進を図ることを目指

している。代表者は，東京大学都市工学科の岡部篤行

教授で,研究期間は96年4月1日より99年3月311~-|

までの予定である。

3．業界の動き

(1)測量業関連団体

GIS学会の提言の直後に，㈱全匡|測堂設計業協会と

側日本測量調査技術協会は，共同で要望書を建設省お

よび国土地理院へ提出した。要望は，電子基準点の整

備，電子地図の整備および電子地籍の整備から成って

いる。いずれもGISの実用化に有効な基盤整備である

が,特に電子地図の整備はGISの普及に直接関連する

空間データ整備である。要望書では，日本全国につい

て1/500～1/5,000の地図情報レベルでデジタルマッ

ピング方式により整備するよう求めている。

(2)国土空間データ基盤推進協議会

標記推進協議会は,GIS学会の求めた空間データを

社会基盤として国家が整備するよう求める民間の任意

団体で，各種提案，調査・研究，セミナー等の活動を

通じ，空間データの重要性を広く認識させ，空間デー

タ基盤の整備の実現を目的としている。

95年10月に40社の発起人会社により設立された。

同協議会は96年7月に以下のような内容の要望書を

作成し，各省庁に提出した。

①国土空間データ基盤整備事業は，高度情報通信分

野の重要な柱と認識し，そのための予算を率先して確

保すること。②事業推進に際し，空間データを利用す

る立場からの意見を横極的に取り入れること。③国土

空間データ基盤として，基準点，地形情報，施設情報

等について，その内容の検討と整備を行うこと。④作

成された国土空間データ基盤を産官学で広く共有でき

ること。⑤国土空間データ基盤を利用した新たな情報

サービス産業を穂極的に育成すること。

協議会は，国と協調・協力して国民、各団体・機関

休業技術No_658199T1

のGISに対する理解を促進するための支援を現段階

の最大の役割と考え,協議会に設漬された調査委員会，

広報委員会，技術情報委員会，海外情報委員会がそれ

ぞれの役割を持って陸|に対して働きかけていこうとし

ている。

4．官界の動き

(1)建設省

建設大臣官房技術調査室では，95年8月に，技濫を

委員長とし各局長クラスから成る「空間データ某礁繋

備推進委員会」を設置し，空間データ基盤整備に関し

て予算措置，利用促進方策，維持更新方策，情報公開

と個人情報保護等について検討している。

同じく95年8月に,技術調査室は国土地理院と共同

で,空間データ基盤の効率的な幣備を推進しGISの幅

広い利用に資するため，中央大学理工学部伊理正夫教

授を委員長とし，学識経験者から成る「GIS研究会」

を設置し，今後取り組むべき施策等について検討を進

めてきた。GIS研究会では,GISに不可欠な空間デー

タ基盤が満たすべき要件,GISの標準化等について，

主に技術的観点からの検討を行い,96年2月に第1次

報告を取りまとめた。その後，情報インフラとして見

た場合の空間データ基盤の整備方策,行政がGISを利

用する必要性と課題，モデル事業の推進の必要性など

について検討し，5月に具体的な施策の提言を第2次

"{'iとしてまとめた。

(2)国土地理院

1）国際標準化活動:GISの普及のためには空間デー

タ基盤の整備が急眉の課題であるが，整備を効果的に

行うためには地理データの標準化が望ましい。データ

の標準化により，あるシステムで整備されたデータが

異なるシステムで利用できる(互換性)，だれかが作成

したデータを皆で利用できる（共有性）が期待でき，

相対的にデータ整備コストを引き下げることが可能で

ある。標準化のための国際機関として，国際標準化磯

構(ISO)がある。

ISOでは,93年にフランスから地理データの国際標

準作成のための専門委員会の設立が提案され,94年4

月に正式に設置力認められた(ISO/TC211)。日本は投

票権があるとともに会議へのIII席義務のあるPメン

バーとして当初から参加している。ISO/TC211では，

98年を標準作成の目標年として糖力的な検討を行っ

ている。1-1本国内でも国内の意見を取りまとめ,ISO

の活動に積極的に貢献するために国内検討委員会（委

員長・伊理正夫中大教授）を組織している。実務的に
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度補正予算で首都圏と近畿圏を対象に空間データ基鵬

整備を行った。データ項目は，行政区域・海岸線，街

区，道路線，鉄道等であり，必要に応じポリゴン化や

ネットワーク化といった位相構造化を行っている。測

最成果に関しては，現在点検作業中であり，今年嘆巾

を目途にCD-ROMによる一般提供を行う予定であ

る。

(3)政府

各行政機関によるGISの効率的な整備およびその

祁互利用を関係省庁の密接な連携の下に促進するた

め，内閣にGIS関係省庁連絡会議を設置した。事務局

は内閣内政審議室があたり，18省庁が参加した。連絡

会議は5回の会合を経て，96年6月に中間取りまとめ

を公表した。

中間取りまとめでは，今後のGIS瀧備に関し，おお

むね3年間を基盤形成期とし，その後のおおむね3年

間を普及期とし，当面の方錐として闘士空間データ蕊

盤の盤備および標準化，クリアリングハウスの榊築，

メタデータの標準化，組織体制の整備を挙げている。

GIS関係省庁連絡会議は，幟成員を各省庁局長クラ

スに格上げするとともに,参加もほぼ全省庁に増えて，

96年9月から新たな検討の段階に入った。

(4)その他の省庁

国土庁，科学技術庁，農林水産省，総理府統計局等

でGISに関連して研究会や検討会を開催している。

5．おわりに

GISに関連して各界の動向について述べた。これ以

外にも，95年3月には亀井静香衆議院議員を会長とし

て国会議員が集まった「空間データ基盤議員連盟」が

結成され，定期的に集まりが開かれるなど，政界でも

GISは注目されている。

本文の中でも触れたが5GISの普及には空間データ

基盤の整備が大きなカギを握っている。官民の関係者

の間での協力を実現し，空間データ華盤を効率的に幣

備し，継続的に維持更新していく仕組みをいち早く柵

築することが、強く求められている。

は国土地理院が中心となり，大学関係荷，測妓会社等

で国内意見の取りまとめを行っている。

作業項目は全部で20あり，それぞれについてプロ

ジェクトリーダーが選出され，ドラフ|､を作成してい

る。日本は，そのうちの「適合性と検証」および「品

質評価手順」について，それぞれ東京大学理学部今井

浩助教授および東京大学生産技術研究所柴崎亮介助教

授がリーダーを引き受けており，プロジェクトチーム

を組んでドラフト作成に当たっている。

2）国内標準化活動：国際標準と並行して，国内標準

の検討が国土地理院と民間企業30社余との共同研究

の形式で96年9月から開始された。研究は，空間デー

タの相互利用を目的としたデータ交換のための標準を

検討する「データ交換標準分科会」と，交換標準デー

タを作成する標準的作業法を検討する「データ作成」

分科会に分けて進められている。検討は，上記ISOの

標準の枠組みの中で|､|本の標準を作成することを基本

方針とし，98年の標準作成を目指している。

3）メタデータ標準化：メタデータとは，データセッ

トに関する内容，利川条件，梢嘆，原データ,111i格等

を記述したカタログ的なデータである。利用稀はメタ

データを見ることにより，当該データがI:1分の求めて

いるものに合致するか否かを判断できる。空間データ

は，国や地方自治体をはじめとして，公益企業や民間

企業でも整備されつつある。GISを確備しようとした

とき，このような空間データのうちシステムが必要と

しているデータがすでに幣備されているのか，盤備さ

れているときは入手法はどうか等についてメタデータ

により知ることができる。このような所在情報案内の

システムをクリアリングハウスと呼んでいるが，クリ

アリングハウス構築のためにはメタデータの標準化が

必要である。

国土地理院では,94年からメタデータの標準につい

て米国の事例を参考に検討を行っており，今ｲI捜中を

同途に標準案を作成することとしている。

4）空間データ基盤整備：腱|土地理院では，平成7年

川した1I1形大学演習林の地形と林{;I｣の解析，⑥パスコ＝
GIS技術発展の現状と将来。備考＆参加1ｺ山。
平成8年度森林GISフォーラムシンポジウム
日時と場所：平成9年2月4LI"13時30分～16IIMi
3()分｡文部省統計数理研究所識堂にて。テーマ:GISM
用の現状と展望。話題提供者：斉藤聡，アジア航測，イ
ンフォマティクス，キャデイクス，パスコ。備考：参加
希望者は1月25日までに事務局へ連絡を。
＊事務局公03-5421-8743,FAXO3-5421-8796(郡まで）

お
知
ら
せ
一

平成8年度森林GISフォーラム研究会
日時と場所？平成9年11]2311(111311#30分～16時
30分。岩下教育会館にて。主催：森林(ilSフォーラム。
テーマ：地方IL{治体におけるGISの活ﾉﾛと課迩｡講演者

と講演内容：①南窯秀次郎(会腿)＝森林↑1I郷ネットワー
ク化の課題と展望、②岩手蝶林業技術センター＝淵乎県
の森林情報化(GIS)の取り組み状況，③遠野11j=勝手県
遠野117の森林怖報化の取り組み状況，④加藤正人＝北海
道の森林GISの概要と将来展望,⑤仰田慎･=GISをリ

林業技術N()､6581997.1
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特集森林GISへの道’

GISと1ノモートセンシ

ング技術の組み合わせ

1．はじめに

GISは，本特集においてすでに解説されているよう

に，国土や森林に関して，その位縦（地|I)情報を含

めた特種の情報を電子化(デジタル化)し，コンピュー

タで管理・活用するシステムであるが，同様に国土や

森林に関する情搬についてデジタル形態でデータを収

集し管理・活附を行うシステムに，リモートセンシン

グ技術がある。

この2つのシステムは，広がりを持ちその位悩（地

理）情報が重要な性搭を有する客体を対象に，位悩’精

報をキーとしてデジタル符理する点では土俵を共有し

ており，非常に近しい関係にあるといえる。しかも，

この両者はそれぞれに特異な特徴を有し，単独でもそ

れぞれ有効な利用が図られているのであるが，このi'i'i

者が融合してこそさらに高度な利用がI鷲'られるといえ

る。

本稿ではこのIIIj満をいかにうまく紬びつけて有効利

用を|典lるかについて，いくつかの耶例を挙げつつ説｢ﾘI

したい。

2．両システムの共通点と相違点

では,GISとリモートセンシング技術とはどのよう

に違うのか、ここではその相違をrラスター」型，「ベ

クター」型というデジタルデータ（特に位間データ）

の形態のｲ;'1途を通して説明する。

~‐‐‐‐‐‐..‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐．‐．‐．‐－．．．－‐‐．‐‐‐,．．‐‐－－－－．．‐‐‐‐‐．．・・・・‐‐‐・‐‐‐－1

「ラスター｣型は,対象地またはそれを表した'叉'面を，，
縦横に規則正しい絡子で細分し（細分された絡了を,I
データ処理面では『画索」という)，各il'i素が持つ内容！
を数値に置き換えて記録する形のデータの形態で，位1

贋関係は画素の規則正しい配列内のポジションで表さi
れる。

画素はもともと面砿を持つから，そのimi紫が持つ性i
質である臓性情報(コード化された上地利川のi/熔や,I
リモートセンシングのスペク|､ル姉度価など）を背i
負ってコンピュータの中で管耶されている。したがっ
て，鵬性の特定値を指定すれば，その脇性値の分布状
況を地図の形で表示することができる。また，画衆を．
際限なく小さくしていけば点となり。特定の閥性値をi
持つ点(両素)の連結で線をも管恥することができる。；
対象地を直接に空'i'からスキャンし,m1i楽ごとにデーi
夕として取り込むリモートセンシングもまた，このラi

スター型データを成す。
一方「ベクター」咽は，図面怖報を線分の集合であI

休業技術N().6581997.1
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わたなくひろし

渡辺宏

愚
～~

必侭仙
るとみなし，境界線等の線状物を多数の直線区間に分

制し、それぞれの直線の起点と終点の座標ならびに線
分の性格を数値として記憶する形のデータ形態をい

，う。
・ベクターには，閉そくするものと閉そくしないもの

：があり，道路や河川などは閉そくしないベクターとし

；て認識されるが，行政界や林・小班界などの境界線は

；閉そくしたベクターとして認識される（閉そくしたく
；クターはrポリゴン」と呼ばれる)。
iこのシステムでは，ポリゴンならびに閉そくしない
iベクターの位置は，線分の起点，終点の座標値で位置
Iづけられる。そしてポリゴンが持つ各種の内容は，別
I途にそれぞれが持つ属性データのデータベースによっ

’て管理される。しかし，ポリゴンとはリレーショナル

｜にリンクしており，特定の属性値を持つポリゴンを指
：定してやれば，検索機能によって検索され，その属性
1値の分ｲW状況を地図の形で表示することができる。
1位潰桔報を点と線の集合としてデータ管理を行うこ
｝とが堆本であるGISは一般にはベクター型で，点と線
｜のデータとして管理され，表示もr線画」と呼ばれる
｜線分によって州かれる絵として表示される。
’ラスター型とベクター型は，ファイルの形態はそれ

Iぞれ異なるが，いずれにしても，コンピュータの中で
Iデジタル形態で管理されるデータであることには変わ
Iりなく，この1mデータは交互に変換することが可能で
！あり（｢ベクタライズ｣，「ラスタライズ」という)，そ
｜うしたソフトウエアも盤術されつつある。したがって，
｜このi'l'i者を結合することも可能なことであり，本稲の
’ようにGIS(ベクター型）とリモートセンシング技術
（ラスター型)を組み合わせて，より尚度な活用を図る
’ことに供されている。

3.GISとリモー|､センシング技術の組み合わせ例

前項に述べたように，両肴はデータの構成の仕方に

相述があり，それがゆえにデータ解析や表現面におい

て，それぞれに特徴を表すのであるが，いずれにして

もコンピュータで制御されるデジタルデータであり，

共有する位置座標を使って両者を結合することは可能

であるから，その利用が考察され，そのための汎用的

なソフトウエアの開発もなされてきた。ここでは，森

林面におけるリモートセンシング技術とGISの結合利

用のいくつかの事例を通して，そうした組み合わせの

方法について考えてみる。

ただ，2つのシステムの結合とはいっても，両者が

ほぼバランスを取って結合するばかりではなく，どち

らかに，よりウエイトを置いて，その特徴を生かしな



嬢要 q画像①行政界，地名入り赤外カラー画像（ミンドロ）

▼画像②区画入り分類画像（カンボジア）
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主，割壷浄

がら結合する仕方もあるわけで，ここではそう

した段階ごとに事例を示している。

(1)リモートセンシングの画像表示への

GIS表示機能の利用

リモートセンシングの，蛾も雄礎的でかつ一．

般的に使われている機能に「m'i像炎ボ｣がある。

すなわち，リモートセンシングで捕らえたスペク1､ル

情報（デジタル形態）を基に，電f的にカラー合成を

して画像化する機能である。こうして得られたリモー

トセンシング仙i像は,i"素を|伽めて小さく表永すれば

画素の粗純性がなくなり，あたかもカメラで撮った空

中写真のごとく地表の状態を極めてリアルに表してく

れる。

しかし，航空写其もそうであるが，この写真剛像は

地表をリアルに表しているだけであり，地|紫lなどが持

つ情報,つまり行政界や林班界,地名などの'li1i'報は入っ

ていない。

航空写真や衛星画像を森林や土地利用の計llliなどに

使おうとする場合,まず求めようとするi趣に対して，

それを判読などによって導き出すことのできる'与典面

像があることが絶対条件であるが，そのほかに何かそ

の地域を指定する情報（行政界や林班界，地名など）

があると，その範囲に集中した，より効果的な判読が

なされる。

また，噸に画像を腱示する場合でも,l'l'i像の上にこ

うした線情報や文字情鞭が入っていると一般にもわか

りやすくなじみが深いものとなり，視覚的にも優れた

ものとなる。

画像①は，フィリッピン，ミンドロ烏を対象に，ラ

ンドサット衛星のTMセンサーによるデータを写莫画

像化したものに，流域界や流域招を璽ねて表示したも

のである。単にリモートセンシングの画像表ボをした

ものに比べて．線と文字が入っただけで，はるかに対

象地が特定しやすくなり，また，視覚的にも地|劃と写

真画像の長所をかなりうまく表示した情報図になって

いる。

リモートセンシング画像への線情報や文字情報の書

き込みは,GISのデータの形態であるベクターで線･文

字’|宵報のファイルを作り，ラスタライズしてリモートセ

ンシング画像に｢亜合｣して表示すればよく，ベクター

でのファイル化はGISの基本機能のひとつである。

(2)Iノモートセンシングの分類解析への

GIS面積集計機能の利用

リモートセンシングの真髄は，単にmi像表示ではな

く，捕らえたスペクトルデータ（デジタル形態）を基

に，「主成分分析」や「判別分類」などの画像解析を行

b,,F1的とする主題を求め，それに応ずるカテゴリー

ごとの分布|叉Iの形で表示することにある。そして，主

題を解析した結果は画素単位になっているから,｢面積

集計」（範囲内のカテゴリーごとの画素数を集計する）

の機能を使えば，その主題に応ずる各カテゴリーごと

の面績も求めることができる。

しかしこの面積集計儀能は，通常(何もしなければ）

対象地を含む主題解析をした画素が存在する範囲のす

べてについて集計してしまう。リモートセンシング解

析の結果を計画やアセスメント業務に使う場合には，

その計画を展開しようとする範囲（それは通常，不整

形のポリゴンである）の単位でカテゴリーごとの面積

が必要となる。

画像②はカンボジア国を対象に，ランドサット･TM

林業技術No.6581997．1
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画像③伐採・林地転用’

|鱸職繍臓川I

データで土地利用と林相について「判別分類」の画像

解析をした結果に州界の線を重ねたものであるが，カ

テゴリーごとの面積が，分類画像のある全範囲につい

てでなく，国の領土内について，あるいは州単位で求

められることが要請されてくる。

しかしこれは，画像解析した結果のデータにGISの

ポリゴンデータの「重合」を行ったうえで｢面積集計」

の機能を使うことにより解決することができる。ポリ

ゴンの形状がどんなに不整・複雑な形状でもその面穣

を求められることは，リモートセンシング解析の結果

を実用的に活用しようとする場合に重要なことであ

り,GISが持つ機能を反映させた好例ということがで

きる。

(3)GISデータへの

リモートセンシングによる情報の提供

GIS解析の真髄は,森林の機能評価,要間伐地の抽出

などの求めようとしている目的に対して，コンピュー

タに保管してある林相や土壌などの各種の要素を地理

を同じくして結合し，「オーバーレイ」や「バッファリ

ング｣などの機能を駆使して目的を達することにある。

ただその解析のためには，目的に関係する各種の要

素の情報がコンピュータ内に蓄積されていることが条

件である（オーパーレイを行うとき，重ねる各要素の

情報を「レイヤー」と呼ぶ)。レイヤーとしての各種の

情報は，それぞれの主題を表示している地図(主題図）

を基に，スキャナーを用いてラスター型でスキャンし

た後，ポリゴンの属性としてファイル化している。ま

た，もし森林計画の小班に対する森林簿のような，各

ポリゴンに対応するデータがすでにファイル化されて

いる場合は，それを属性情報のデータベースとして管

理し，オーバーレイの際には必要な要素をファイルか

ら抜き出して，レイヤーとして活用している。

ところでリモートセンシングにおいては，判別分類

などの解析処理を行うことによって各要素の主題図を

作ることができる。すなわちリモーI､センシングは，

GISの運用において，属性情報（｢オーバーレイ」にお

いてはレイヤー）に対して有効なデータを提供する有

力な情報源として機能するわけである。

リモートセンシング情報をGISの入力源として使う

場合，2つの点で重要な意味がある。

まず第1は,GISの属性情報で土地利用や林相など

は，それぞれの主題図(土地利用図または林相図など）

からスキャニングによって入力するか，既存のファイ

ルを用いるが，これらの既存の情報はそれを作った口
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的に応じてカテゴリーが決められ表示されているなど

の硬直性(非弾力性)を有し，必ずしもGISで解析した

いI.1約に対して適切なレイヤーの形であるとはいい難

い場合がある。こうした場合,弾力的にGIS解析の1斗的

に応じたレイヤーとして使える主題図を作ることので

きるリモートセンシング技術は,GISの情報源として

優れたものである。

第2には，モニタリングなどのリモートセンシング

以外（例えば主題図のスキャニングや属性情報ファイ

ルからの読み取り）ではできない情報を提供すること

である。人工衛星ランドサットの場合，16日の周期で

同一箇所に飛来しデータを採取する。地球は生き物で

あり，こうした短い周期でモニタリングできる衛星リ

モートセンシングの能力は大きいものがある。

画像③は，岐阜県下において2年間の差のあるラン

ドサットデータを用いて，林地の転用と森林伐採を抽

出した例である。その時点と過去の変化をモニタリン

グすることはリモートセンシングの最も得意とすると

ころであり，こうしたリモー|､センシングでしか得難

い情報を解析し,GIS側に情報を提供することが,GIS

とリモートセンシングを結合させる最も有効な方法と

いえるであろう。

(4)GISの3次元表示への

リモートセンシング画像の利用

GISにはオーバーレイ機能のように，対象地を平面

的に解析するもののばかに，「3次元表示｣を可能とす

る機能も持っている。すなわち，平而位置に対してそ

の地点の属性の大小を表すデータが与えられさえすれ

ば，その指標を第3紬とした3次元の表示を可能とす

るもので、指標を地形の「隙間」とした場合は烏I倣図

表示となる。

しかしGISは通術，点と線を解析し表示することが

藤木であるから，それらによる鳥|嗽図はメッシュの線

の形で柵かれるワイヤーフレーム炎示となり，地形の

形状は表現できても，その上にi1Mって＆､る地衣被悩物
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守
云

今
冬賎

盃

ヱー

;零,琴…．写ッ
句

辱魂篭
●

呉二i錘

繰
り串

が
皇盛年

¥も麹
牡の

課 ｂ
』

算2

･口丁臨雷

▲P-，

の状態までは表現され葱い。

これに対してリモー|､センシングl1li雌は，対象

地をリアルに表況してL､るから,GISて鶴作る烏IWII,xIの

表Ini部分にこの衛星凹像を'l脳せて表ﾌバすることができ

訂，

▲画像⑤陰付き鳥臓画像

かし，衛星データの場合はそも

そもがデジタルであるからス●
キャンする必要はなく，直接

GISに適川て､きる。その意味て衛星リモートセンシン

グは,GISの3次元表示に対して，より適したデータで

あるといえる。

なお，3次元表示で，表面に載せる情報は，必ずしも

写典画像であるばかりではなく，表現したい主題（例

えば-|地利川．林州分類）をカラーで色分けした分類

阿像を!'世せることもできる(画像⑤)｡ただしこの場合，

i具魑を戦せるときは，分類結果のデータは地形が作る

|陰の,lW報を緋っておらず，単に3次元表示のソフトウ

エアをかませただけでは立体感のある3次元表示は得

られなL､。そこで，地形解析によって太陽の角度との

関係から画業ごとの陰による濃度の変化を計算し，澗

素が持つ書i麹に濃淡を与えて表示する方法も開発され

ている(I町像⑤はこの処理を行ったものである)。

4．おわりに

GISの特集にあって，リモートセンシンク葡技術側か

ら兄たGISの活用,発展の方向を解説してみた。すでに

述べているように,GISはリモートセンシング技術と

結合してこそ，その機能を発揮する。今後さらにこう

した技術の開発.利用に努めて（､きたいと考えている。

れぱ写真画像付きの鳥|伽lXlとなるわけで，あたかも上

空から斜めに写真を搬ったとI剛様の3次元画像を得る

ことができる（これを線剛の,卿倣|ﾇ|に対･して，「,卿附写

真｣，「烏IWI1111像｣などと''平んでいる)。これは，地形の

状況だけを表している,卿倣脳|に比べて，その‘|背細1tは

格段に多いものとなる｡GISの3次北解析衣示は,いか

なる高度,いかなる角度からの祝点を想逆した表示で

も可能て傘あるから，そうした条件での’ﾘ典1l川像が手に

入ることは，特に漿観アセスメンl､など，3次沁表示

が得意とする各種の計I軌やアセスメン|､業務に活II}さ

れるであろう。

1曲像④はインドオ､シ7'のスマトラ勘の‐･部につし、

て，烏嗽画像を作成した例である。起伏は極端に多く

はないので，3次元表示としては必ずしも効果が出て

いるとはいいかねるが，逆に平坦地やそれに近い小起

伏地であればあるほど地衣情報が炎示されている{lili伽

が生きてきて（烏倣図では間の抜けたIxlとなってしま

う)，視覚的にも価値あるものと通っている。

この地表に|呵像を紋せるソフトウエアは汎用のもの

が準備されておl),航空写典の場合は写典をスキャ

ナーでデジタル化し，圃像データにiil:した後ifう。し
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大
豆
中
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
レ
シ
チ
ン
で
す
。

最
近
、
ボ
ケ
た
く
な
か
っ
た
ら
、
大
豆
の
レ
シ
チ

ン
と
い
わ
れ
だ
し
て
い
る
点
に
も
注
同
す
べ
き
で

す
。

一
、
魚
で
記
憶
力
を
鍛
え
る

「
魚
を
食
べ
る
と
頭
が
よ
く
な
る
」
と
い
う
報
道

に
よ
っ
て
、
情
報
化
時
代
の
浸
透
と
い
う
こ
と
も

』

⑥

箆職
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
と
こ
ろ
、
す
っ
か
り

魚
プ
ｉ
ム
。
止
碓
に
は
、
マ
グ
ロ
の
ト
ロ
な
ど
脂

身
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸

と
い
う
、
必
須
脂
肪
酸
の
ブ
ー
ム
と
い
っ
て
よ
い

で
し
ょ
う
。

確
か
に
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
に
は
、
記
憶
力

を
よ
く
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
次
々
と
発
表
さ
れ

心
ｂ
Ｌ
Ｆ
０

て
い
ま
す
が
、
脳
を

若
返
ら
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
動
脈
硬
化

や
心
臓
病
、
ガ
ン
な

ど
の
予
防
効
果
で
も

脚
光
を
浴
び
て
い
ま

す
。

｜
、
お
茶
で
体
の
若
さ

を
呼
び
戻
す

お
茶
独
特
の
渋
味

の
成
分
を
カ
テ
キ
ン

と
い
い
ま
す
が
、
体

細
胞
や
顔
の
色
艶
の

蒋
さ
を
呼
び
戻
す
働

き
が
あ
り
ま
す
。
体

細
胞
の
酸
化
が
進
ん

だ
状
態
が
老
化
で
す

が
、
日
本
茶
に
は
、
そ
の
酸
化
を
防
ぐ
抗
酸
化
物

質
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
代
表
的

成
分
が
カ
テ
キ
ン
な
の
で
す
。

強
い
殺
菌
力
に
加
え
て
、
発
ガ
ン
物
質
を
封
じ

こ
め
た
り
、
動
脈
硬
化
の
予
防
効
果
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
お
茶
は
あ
ら
ゆ
る
体
の
老
化
現
象
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
、
若
返
り
を
進
め
る
最
も
進
ん
だ

ド
リ
ン
ク
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
、
笑
っ
て
長
生
き
、
怒
っ
て
短
命

．
笑
一
若
、
一
怒
・
老
」
と
も
い
い
、
笑
う
と

そ
の
分
だ
け
若
返
り
ま
す
が
、
怒
る
と
そ
の
分
だ

け
老
け
こ
ん
で
し
ま
う
と
い
う
意
味
。

確
か
に
、
笑
う
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
と

い
う
免
疫
力
の
強
い
細
胞
が
増
え
、
ガ
ン
細
胞
や

そ
の
他
の
病
原
菌
を
攻
撃
し
て
や
っ
つ
け
て
く
れ

ま
す
が
、
逆
に
怒
る
と
、
脳
の
中
に
猛
烈
な
毒
性

を
持
っ
た
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
闘
争

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
病
気
に
な
り
や
す
く
な

っ
た
り
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
り
、
老
化
を
早
め
て
し

ま
う
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

笑
っ
て
笑
っ
て
、
体
の
中
に
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ

ー
細
胞
を
増
や
し
、
ス
ト
レ
ス
も
追
放
し
て
し
ま

い
ま
し
よ
幸
っ
。
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粥

な
ぜ
「
年
の
割
に
若
い
」
の
か

「
も
う
年
だ
か
ら
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
場
合
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
あ
な
た
は
、
年
以
上
に
老
け

こ
ん
で
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

反
対
に
、
「
年
の
剤
に
若
い
」
と
い
わ
れ
る
人
が
い

ま
す
。
年
齢
に
は
、
戸
籍
ど
お
り
の
年
齢
、
つ
ま
り

「
戸
籍
年
齢
」
と
、
脳
や
体
の
機
能
の
老
化
の
進
み
具

合
い
や
若
さ
を
表
す
「
機
能
年
齢
」
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

戸
籍
年
齢
は
、
誕
生
日
を
迎
え
る
た
び
に
、
物
理

的
に
年
を
と
っ
て
い
く
年
齢
で
、
こ
の
進
行
だ
け
は
、

だ
れ
に
も
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
あ
の
人
は
、
年
の
割
に
若
い
」
と
い
っ
た
場
合
、

そ
の
人
の
機
能
年
齢
が
若
い
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、

こ
こ
に
は
当
然
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

鰯磯轆醗醗

醗蕊“澱醗職醗殺鍜

醗醗鯛溌溌

一
○
○
歳
に
な
っ
て
も
、
六
、
七
十
歳
く
ら
い
に

し
か
見
え
な
い
若
々
し
い
方
が
い
る
反
面
で
、
四
十

歳
く
ら
い
で
、
老
人
の
よ
う
に
老
け
こ
ん
で
し
ま
う

人
が
い
る
の
も
、
ま
た
事
実
な
の
で
す
。

機
能
年
齢
が
ど
ん
ど
ん
老
化
し
て
し
ま
う
よ
う
な

方
と
い
う
の
は
、
脳
を
は
じ
め
と
し
て
身
体
機
能
の

老
化
が
早
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
一
○
○
歳
に
な
っ
て

も
、
判
断
能
力
や
推
理
力
な
ど
が
し
っ
か
り
し
て
い

て
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
よ
う
な
方
と
い
う

の
は
、
本
能
的
に
、
機
能
力
の
若
さ
を
維
持
す
る
能

力
が
高
い
の
で
す
。

機
能
年
齢
と
同
じ
よ
う
に
、
寿
命
の
長
さ
は
人
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
驚
く
ほ
ど
寿
命
の
長
い
人
も
い

ま
す
し
、
そ
の
反
対
に
お
気
の
毒
な
ほ
ど
短
い
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

へ
軌
『
Ｋ
へ
軌
司
又
〈
ｑ
プ
型
爲
当
Ｊ
へ
負
。
，
ぺ
魚
弓
延
へ
飢
弓
式
皇
当
Ｊ
へ
〈
軌
プ
壗
今

酸醗駿
醗駿溌
閻
勵

愚
γ

噌
、
息

畿畿溌

殺醗溌醗殺
醗醗醗磯醗
鰻般醗溌駿
醗醗醸鯛溌
醗醗溌醗駿
醗醗醗駿駿
澱醗醗畿溌
磯駿駿駿醗
溌殻駿醗溌；冬、～一

「
年
よ
り
若
く
な
る
た
め
」
の
要
素

脳
や
身
体
の
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
と
か
寿
命
は
、
食

生
活
を
中
心
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
、
私
た

ち
が
想
像
す
る
以
上
に
、
は
る
か
に
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
が
、
だ
い
た
い
判
明
し
て
き
ま

し
た
。

●
実
際
の
年
よ
り
も
十
歳
若
返
る
た
め
に
は
、
ど

ん
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
か

一
、
大
豆
に
注
目
す
る

脳
細
胞
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
令
役
を
駆
使
し
て
情

報
を
伝
達
し
て
い
ま
す
が
、
知
性
を
つ
か
さ
ど
る

大
脳
皮
質
の
中
で
最
も
多
い
伝
達
物
質
が
ア
セ
チ

ル
コ
リ
ン
。
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
は
主
と
し
て
記
憶

の
伝
令
役
と
し
て
、
脳
の
中
を
走
り
回
っ
て
お
り
、

こ
の
成
分
が
不
足
す
る
と
、
脳
の
機
能
も
衰
え
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
原
料
が

●
早
す
ぎ
る
老
化
の
黒
い
影
を
追
い
払
う

●
記
憶
力
減
退
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
ミ
ラ
ク
ル
・

フ
ー
ド

●
く
た
び
れ
た
脳
細
胞
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う

●
発
酵
食
品
が
、
女
性
の
肌
に
色
艶
を
出
す

●
「
あ
の
方
は
、
年
よ
り
も
は
る
か
に
若
い
」
と
い

わ
れ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

林業技術NC6581997.1
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臘
群
や
顧
客
候
袖
に
「
わ
が
社
は
こ
ん
な
に
し
っ
か

り
や
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
た
め
の
資
料
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

あ
ち
こ
ち
の
視
察
と
驚
異
の
英
国
文
化

視
察
は
以
上
の
ほ
か
に
も
、
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
同

然
遺
産
局
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
私
有
地
の
間
然
保

護
を
担
当
し
て
い
る
）
で
、
や
た
ら
と
関
係
者
の
多

い
「
土
地
利
用
協
議
会
」
（
小
河
川
に
沿
っ
た
長
さ
九

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
土
地
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
三
十

九
の
関
係
団
体
が
参
加
す
る
）
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
り
、
周
棚
か
ら
白
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
く
な
っ
た

ア
イ
ル
デ
ン
の
丘
に
登
っ
て
田
園
風
景
を
鳥
脈
し
た

り
、
カ
ー
ラ
イ
ル
市
で
Ｂ
Ｓ
Ｗ
製
材
社
の
新
鋭
Ｌ
場

（
一
九
九
一
年
氷
に
稼
働
開
始
、
初
年
度
製
材
実
績
兀

万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
シ
ト
カ
ス
プ
ル
ー
ス
と
蒋
干
の

カ
ラ
マ
ツ
）
を
見
学
し
た
り
、
帰
り
道
に
は
ロ
ー
マ

帝
国
時
代
の
遺
跡
「
ハ
ド
リ
ャ
ヌ
ス
帝
の
壁
」
に
よ

じ
登
り
、
さ
ら
に
、
長
く
て
無
料
の
高
速
道
路
ド
ラ

イ
ブ
を
経
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
帰
り
着
い
た
の

で
し
た
。

こ
の
視
察
旅
行
は
自
炊
の
共
同
生
活
だ
っ
た
わ
け

で
す
が
、
さ
て
、
何
に
驚
か
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、

ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
食
器
を
洗
剤
で
洗
っ
て
、
そ

の
後
す
す
ぎ
流
さ
な
い
。
順
番
で
皿
洗
い
当
番
を
や

る
の
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
限
ら
ず
、
留
学
生
も
、

だ
れ
も
す
す
が
な
い
。
洗
剤
を
溶
か
し
た
水
の
中
で

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
と
洗
っ
て
、
ひ
ょ
い
と
出
し
て
、
せ

い
ぜ
い
ふ
き
ん
で
拭
く
だ
け
。
そ
れ
か
ら
、
飲
む
と

い
え
ば
、
ま
ず
ビ
ー
ル
、
そ
し
て
ワ
イ
ン
。
ど
の
ス

コ
ッ
チ
が
お
い
し
い
か
議
論
し
て
い
る
の
を
聞
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
で
い
る

の
は
二
年
間
を
通
じ
て
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
少

な
く
と
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
学
生
の
生
活
に
は
ウ

イ
ス
キ
ー
の
登
場
す
る
場
面
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

大
学
の
街
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
街
は
、
テ
ム
ズ
（
上
流
部

分
は
ア
イ
シ
ス
と
呼
ば
れ
る
）
河
の
ほ
と
り
の
平
地

に
、
中
心
の
四
つ
辻
「
カ
ー
フ
ァ
ク
ス
」
の
塔
か
ら

ぐ
る
つ
と
見
え
る
広
が
り
だ
け
の
小
さ
な
街
（
人
口

約
十
万
人
）
で
、
と
に
か
く
平
坦
で
す
。
こ
の
中
に

一
一
一
一壷『

写真③船遊びするOFIの修士課程の学41

大
学
を
形
成
し
て

い
ま
す
が
、
一
万

三
千
人
の
学
生

（
院
生
は
こ
の
う

ち
の
三
割
弱
）
は

起
源
を
十
三
世
紀

半
ば
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
四
十
以
上
の

カ
レ
ッ
ジ
が
散
在

し
て
、
全
体
で
オ

ツ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

必
ず
ど
こ
か
の
カ
レ
ッ
ジ
に
所
属
し
て
お
り
、
ほ
と

ん
ど
が
自
転
車
を
持
っ
て
い
ま
す
。
住
ま
い
は
、
一

年
ｕ
は
カ
レ
ッ
ジ
の
建
物
の
中
、
二
年
日
か
ら
は
町

中
に
ド
宿
し
た
り
、
共
同
で
家
ご
と
借
り
た
り
す
る

の
が
一
般
的
で
す
。

ウ
ル
フ
ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
と
学
生
の
生
活

筆
者
が
所
属
し
た
ウ
ル
フ
ソ
ン
。
カ
レ
ッ
ジ
は
、

院
生
と
教
官
だ
け
が
入
れ
る
の
で
、
ス
ト
ー
ム
を
か

け
る
若
い
衆
は
お
ら
ず
、
静
か
な
カ
レ
ッ
ジ
で
す
（
英

国
の
大
学
院
は
実
務
継
験
を
砿
ん
で
か
ら
入
る
こ
と

が
原
則
な
の
で
、
院
生
の
年
齢
層
は
ｎ
本
よ
り
や
や

高
い
）
。
ま
た
、
ウ
ル
フ
ソ
ン
は
街
の
北
は
ず
れ
に
あ

る
た
め
、
周
囲
は
牧
草
地
で
、
裏
は
テ
ム
ズ
の
支
流

の
チ
ャ
ー
ウ
ェ
ル
川
に
面
し
て
お
り
、
船
潜
き
場
が

作
っ
て
あ
る
の
で
、
夏
の
間
は
平
底
船
で
遊
べ
ま
す

（
写
真
③
）
。
留
学
生
が
多
く
、
筆
考
の
入
っ
た
妻
帯

者
ブ
ロ
ッ
ク
や
保
育
園
が
あ
る
一
方
で
、
学
生
が
門

主
運
営
し
て
い
る
の
に
本
絡
的
な
パ
ブ
並
み
の
飲
み

物
を
出
す
バ
ー
が
あ
っ
た
り
、
驚
く
な
か
れ
独
身
計

の
四
人
部
屋
は
男
女
ど
ち
や
混
ぜ
で
、
バ
ス
ル
ー
ム

共
用
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
問
題
が

起
き
た
と
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
さ
す
が
、
紳

士
の
国
で
は
学
生
も
お
行
儀
良
く
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

次
回
は
、
Ｏ
Ｆ
Ｉ
で
の
勉
強
の
様
子
と
、
演
習
林

バ
グ
リ
ー
ウ
ッ
ド
に
つ
い
て
で
す
。

休業技術N〔） 65s1997．］
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軸

’
私働英国留学餉記

ぬるぃビールで乾杯、チアーズ／2

｜－ポー ダー ズ地域への視察(その2)とカレッジー l1l

l l‘総野庁"ik:II水材流m,"本職"対策霊渡辺達也ll
■1口可一一一一一一1i鍵一・‐一一一．票＝一一蔦-----一一一一一．‐‐－－－蚕一両＝曇§

国
有
林
キ
ー
ル
ダ
ー
団
地

ボ
ー
ダ
ー
ズ
地
域
へ
の
視
察
旅
行

は
、
九
月
末
の
寒
風
を
つ
い
て
「
国

境
（
ボ
ー
ダ
ー
）
」
を
越
え
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
戻
っ
て
ノ
ー
ザ
ン
バ
ー
ラ

ン
ド
地
域
に
入
り
、
国
有
林
最
大
の

造
林
団
地
で
あ
る
キ
ー
ル
ダ
ー
・
フ

ォ
レ
ス
ト
ヘ
と
向
か
い
ま
す
。
な
だ

ら
か
な
傾
斜
に
シ
ト
カ
ス
プ
ル
ー
ス

主
体
の
造
林
地
が
延
々
六
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
続
く
景
観
は
、
立
木
密
度
の
低

さ
（
概
ね
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
二
千

五
百
本
植
え
で
、
採
算
が
合
わ
な
い

の
で
間
伐
な
し
）
を
除
け
ば
、
ち
ょ

う
ど
北
海
道
の
カ
ラ
マ
ツ
造
林
地
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
系
の
潟
性
能
機
械
を
使

っ
て
い
て
（
写
真
①
）
、
計
画
的
な
皆

伐
を
し
て
い
た
り
し
ま
す
（
写
真

②
）
。国

有
地
で
す
か
ら
市
民
の
立
入
り

は
自
由
で
あ
り
、
野
生
生
物
（
オ
オ

タ
カ
、
赤
褐
色
フ
ク
ロ
ウ
、
カ
ワ
ア

イ
サ
、
ノ
ロ
ジ
カ
、
赤
リ
ス
、
灰
色

リ
ス
、
Ｒ
本
か
ら
移
入
さ
れ
た
シ
カ
）

や
景
観
に
配
慮
し
た
施
業
を
林
業
委

貝
会
の
臘
督
の
下
で
行
っ
て
い
ま

す
。
印
象
的
な
の
は
、
森
林
教
室

や
毎
年
の
ラ
リ
ー
開
催
へ
の
力
の

入
れ
よ
う
で
し
た
。

資
産
経
営
な
ら
テ
ィ
ル
ヒ
ル

社

林
業
継
営
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
で
あ
る
テ
ィ
ル
ヒ
ル
・
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
・
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
（
Ｔ

Ｅ
Ｆ
）
社
は
、
四
十
年
の
歴
史
を

持
つ
老
舗
で
、
か
つ
、
英
国
最
大

の
規
模
と
の
こ
と
で
、
顧
客
（
個

人
、
年
金
基
金
、
機
関
投
資
家
等
）

の
十
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
に

つ
い
て
経
営
計
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、

土
地
利
用
を
財
務
の
み
な
ら
ず
、

屋型｡＝雲一.一旦毒素言
写真①キールダーの伐採現場

蝋グルー
プ
は
、
ル
ー
ラ
ル
地
域
（
農
山
村
地
域
）
の

資
産
経
営
に
つ
い
て
経
営
案
策
定
と
作
業
を
諸
負
う

企
業
の
集
団
で
す
。

実
際
に
説
明
し
て
く
れ
た
Ｔ
Ｅ
Ｆ
社
の
現
場
ス
タ

ッ
フ
に
よ
れ
ば
、
経
営
は
「
セ
ミ
・
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ

ル
」
管
理
で
あ
り
、
区
域
の
お
よ
そ
半
分
は
北
米
の

西
海
岸
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
シ
ト
カ
ス
プ
ル
ー
ス
で

あ
り
、
英
国
の
生
態
系
に
な
じ
ま
せ
る
た
め
に
様
々

な
間
胆
が
生
じ
る
こ
と
、
残
り
の
半
分
は
主
に
広
葉

樹
の
郷
土
樹
種
だ
が
、
こ
れ
ま
た
北
米
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
灰
色
リ
ス
が
春
先
に
広
葉
樹
の
樹
皮
を
円
周

方
向
に
ぐ
る
っ
と
剥
い
で
し
ま
う
の
で
深
刻
な
被
害

が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
十
五
ほ
ど
の
人
工
池
を

造
り
、
金
色
チ
ド
リ
を
呼
び
戻
せ
た
の
は
大
き
な
成

果
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
来
訪
者
へ
の
説

明
川
パ
ネ
ル
が
図
表
や
写
真
を
使
っ
て
き
ち
ん
と
準

備
し
て
あ
る
の
が
印
象
的
で
し
た
が
、
ど
う
や
ら
、

篝臺篝
詞

ゐP

＆:鍵､、
▲~三一F

写真②キールダーの|:場

三
次
元
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
用
い
て

賊
観
の
変
化
を
比
鮫
し
つ
つ

選
択
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
そ

う
で
、
こ
れ
は
企
業
グ
ル
ー

プ
の
上
位
会
社
で
あ
る
ブ
ッ

カ
ー
・
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

ド
・
サ
ー
ベ
イ
社
と
の
協
力

に
よ
る
も
の
。
ブ
ッ
カ
ー
．
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’

赫 ・
’

優
秀
作
品
。
白
黒
琴
震
の
部
・
紹
介

特
選
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
「
冬
山
に
働
く
」
竹
田
則
幸
（
北
海
道

上
磯
郡
木
古
内
町
）
ミ
ノ
ル
タ
ｒ
Ｅ
、
割
ミ
リ
レ
ン
ズ
、
Ｆ
８
、

ぐ
１
／
㈹
、
上
磯
部
知
内
町
に
て

レ
ニ
席
（
日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞
）
「
杉
の
里
」
未
来

の
ぞ
み
（
京
都
府
城
陽
市
）
ミ
ノ
ル
タ
、
鯛
～
噸
ミ
リ

レ
ン
ズ
、
ズ
ー
ム
、
側
楽
郡
和
束
町
に
て

主
催
／
日
本
林
業
技
術
協
会

後
援
／
林
野
庁

休難技術N().658 1997．1
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一
席
（
林
野
庁
長
官
賞
）
「
埋
ま
る
」
丸
山
豊
（
千
葉
県
館
山
市
）

ニ
コ
ン
Ｆ
３
、
ニ
ッ
コ
ー
ル
別
ミ
リ
レ
ン
ズ
、
Ｆ
ｕ
、
オ
ー
ト
、

ぐ
館
山
市
平
砂
浦
海
岸
に
て

三席（日本林業技術協会理事長賞）「落雪｣松

村悦郎（静岡県藤枝市）キャノンAL-1,
FD24ミリレンズ,F56,オーI､，滋倒ﾘ,4余
呉湖畔にて▼

三
席
（
日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞
）
「
駅
の

貯
木
場
』
柳
沢
基
恵
（
長
野
県
南
安
曇
郡
三
郷

村
）
ニ
コ
ン
Ｆ
４
、
ニ
ッ
コ
ー
ル
ズ
ー
ム
、

ｑ
Ｆ
恥
、
オ
ー
ト
、
中
央
西
線
上
松
駅
に
て

一

』､．
－三田，＝ L

蓄漂鷺驚
‐
》
《
画
一
ｆ
郡
郡
部
“
叩
‐

ｗ
齢
●
識
謹
雪
↓

蕊

一
』
琴
零

Ｌ

一
Ｊ
じ
じ
●
■
■
さ
ｚ
図
丘
、
●
５
９
ｑ

卵
一
堂
客
塞
醒
■
理
倭
睡
鰯
嘔
噴
吋
蝿
塊
画
郷
朔
醐
邸
即
醐
畷
囲
馴
馴
酬
馴
叩
則
川
剛
肥
朏
Ⅷ

頃

篝;；1$F~

餅

寺
・
↓

霧
一

ら訳

４
１

４
「
■
。

融
電
一

1
蝿
轆
嬬
銅
・
》
鞄
Ｉ

I

I雪』佳作「木もれ陽」福田正己(静岡県静岡市)キャノンレ
EOS5、28～70ミリレンズ.F8.粛士ilj大渕にて 墜鎧ゞ‘

林業技術No.6581997．1
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ぐ

二
席
（
日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞
）
「
仮
植
す

る
青
年
」
勝
又
説
夫
（
静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
）

Ｆ
ｕ
、
Ａ
Ｅ
、
沼
津
市
愛
臘
山
丘
陵
地
に
て

佳
作
「
洗
浄
」
高
森
岩
雄
（
青
森
県
青
森
市
）

ペ
ン
タ
ッ
ク
ス
Ｚ
１
、
鍋
～
Ⅷ
ミ
リ
レ
ン
ズ
、

Ｆ
８
、
オ
ー
ト
、
青
森
市
油
川
製
材
団
地
に
て

▼

ぐ

三
席
（
日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞
）
「
興
奮
の
ホ
ワ

イ
ト
サ
イ
ク
ロ
ン
」
山
崎
俊
泰
（
静
岡
県
掛
川
市
）

キ
ャ
ノ
ン
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｒ
Ｔ
、
Ｅ
Ｆ
鍋
～
帥
ミ
リ
レ
ン
ズ
、

１
／
噸
、
オ
ー
ト
、
三
重
県
長
島
町
に
て

'I||
I

一
一

シ
佳
作
「
樹
氷
原
」
吉
田
一
二
三
（
香
川
県

綾
歌
郡
宇
多
津
町
）
オ
リ
ン
パ
ス
Ｌ
剛
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
ー
ト
、
山
形
県
蔵
王
に
て

'"i

電

孔
・
及
声

●へ
醤
ロ
ゴ

Ｏ
Ｊ
ｒ

猫
０

匙
Ｒ
‐

〆
に
諏
輝

牡
Ｉ

▲佳作r風の道」百崎礼治（福岡県福岡市）ニコン
FE2,28ミリレンズ,F8,オート，八女郡足助
村･にて

休蕊技術N().6581997.1
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q

三
席
（
日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞
）
「
新
し
い
生
命
（
森

林
生
態
）
」
勝
又
脱
夫
（
騨
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
）
Ｆ
剛
、

Ａ
Ｅ
、
訂
士
梛
荒
川
川
に
て

濯遡

、
劃
中
上
イ
司
鰍
凸

▲佳作「山の男達」篠澤義雄（北海道名寄市）キャ
ノンEOS,35～105ミリレンズ｡F5.6,1/250,北

海道雄武町にて

佳
作
「
冬
仕
度
」
山
口
茂
之
（
北
海
道
紋
別
市
）

キ
ャ
ノ
ン
Ｆ
ｌ
ｌ
、
Ｆ
Ｄ
鴻
ミ
リ
レ
ン
ズ
、
Ｆ
８
、

ぐ
１
／
帥
、
紋
別
市
内
に
て

▲佳作「選別作業」近藤和雄（岡山県玉野市）ニコン
F1>OX,28～70ミリレンズ,F8,AE,岡lll県奈
義町にて

髭：

卦

佳
作
「
夏
渡
戸
の
鍾
埴
大
明
神
」
杉
崎
栄
次

川
県
横
浜
市
）
リ
ン
ホ
フ
、
剛
ミ
リ
レ
ン
ズ
、

１
／
２
、
新
潟
県
束
茄
原
郡
鹿
瀬
町
に
て

佳
作
『
昼
食
」
下
斗
米
光
円
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

キ
ャ
ノ
ン
Ｅ
Ｏ
Ｓ
５
、
Ｅ
Ｆ
型
ミ
リ
レ
ン
ズ
、

ｑ
Ｆ
８
、
オ
ー
ト
、
刷
髄
郡
湯
川
川
に
て

馴
捌
餅
蝋
隠

LFq

霊

蕊 （
神
奈

Ｆ
兇
、

休業技術N()658,1997．1



I(1

に一~~一・一一~一一一~~…一一~一一一.一・一~ー.一‐ﾘ大村寛の5時からセミナー1 ショスタコーヴィッチ作曲による，

混声と児童の合唱を伴う｢森の歌」

が演奏された。これは，森の詩的

森と音楽な雰鬮気,自然を縦服し改造する
人間の姿，植林による平和と幸福

感などを，情景的に描写した7曲

I森林がどのように音楽に影響し中で,栗の木はH陰を提供するだから成る｡それぞれに,戦いの終
’ているか，音楽に森をどう取り込けだが，皆でばんばん手をたたいり，祖国を緑化しよう，農民の過

'んだか,事例で考えてみたい。たり,わっはつばと笑うことで。去,少年団は木を鱸え盗繊す
，筆者が子供のころ,､@jSi1iのスギリズムが表現できる。野外で歌詞る市民の前進，未来への造遥，建

Iの子"を歌った覚えがある｡椎ののとおりに実行すると,秋にはイ設勝利の栄光,などの副題が付い
I木林のすぐそばにﾊゲ山があり、がグﾘが頭上に落ちてくるが…。ている｡曲ば古い民謡(ヴｫﾙが
（スギが植えられる。明るいllざし〃|上陽三郎が歌う、‘与作”と“年の舟曳き歌，鴬による幸福の歌）

|の下で,やがて大杉に生長し,お輪",聞くにはよいが,歌うとなるがべー ｽで,ﾏー ﾁ風に仕上げら
1国のためになる，という主旨の歌と，なかなか難しい。諸兄はどうれている。スターリン賞を得てい

I詞だ｡戦後の植林連動を反映したですか？ることから,民族性の強い官製芸
I健全な歌であるが，現在これを歌さて,1“8年にソ連は防風林計術といえよう。

Iえる子供はほとんどいない。どのIIIiを発表した。砂嵐と･I:ばつを防伊福部昭氏は北大林学科を卒
｛幼稚I刺でも歌われているのは,"大ぐため，ヴォルガ河流域に一火防業後，北海道で林務官として勤め

Iきな栗の木の下で”だろう。欲の風林を作ろうとするものだ。翌年，るかたわら，独学で作曲法と管弦
上一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〃一一一＝一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一一一一一.ﾛp一一一一

［本の紹介」
に膝樹･-･箸（青森県治l.l1課森林保護班長）

飛ｼｶの森か3
カモシカの森から
－白神・津軽北の自然誌一

発行;NTT出版株式会社

〒153東京都目黒区下側黒1-8-1アルコタワー

公03（5434）1010（営業部）

1996年8月30IJ発行四六判,230頁

定価1,500円（本体1,456円）

本誌NO577から始まった「練へ

のいざない一親林活動をサポー

|､する一｣は積極的に森林に親し

もう，林業の姿に触れてみようと

する人々に対して，林業技術者と

しての対応の仕方を伝えることを

目的に企画された。著者工藤樹一

氏は，多くの専門家の中で，地域

の親林活動の実践家としてその体

験を31n1も執筆した。本脊はその

延長線上にある。著者は限りなく

自然を愛し，その感動を伝える親

林活動には、森林とそこに生息し

林業技術N().6581”7．1

ている動物に側化するまでに一体

化することが必要であることを強

く籠狼し，その取り糸llみ方，哲学

を述べている。

本当のIﾉ1容は､著者の過去20年

間以上にわたる各地の実践，綴験

を基に柵成され，導入部はに1分自

身が森林に槻しんでいる立場で，

ill岳雑誌風に白神1I1地大川源流の
そ

遡行記録に始まり、マタギの伝承

からヒトと自然との共存のあり方

を示唆し，ふるさとの森の生態学

を、地域の'三lで自然観察のホーム

グランドである津軽山地，梵珠山

を中心に解説している。森に親し

むための経験談，親林活動の実践

の場となったカモシカの森からの

観察記録と問題提起は，これから

fl然に親しもうとする人にとって

の心椛えとして整理されている。

安易に行われている野生動物の観

察会の批判でもある野生動物とヒ

トの最前線から1,11に論を進め，
おも

締めくくりに上I､と森への想いを

託した縄文の森を想うの7つの大

見出しで，それぞれまとめられて

いる。

白神山地や屋久島が世界人類遺

産に指定されてから，にわかにエ

コツアー等と称する自然観察ある

いは体験旅行が各所で企画される

ようになった。それはそれでよい

ことに違いない｡しかし,著者が指

摘しているように，にわか自然探

訪では，自然あるいは野生動物等

との付き合い方の基本が理解され



I1

＝睾＝＝＝
一
一

一
一

一
一

一
一

』
一

一
一

》
《

一
一

楽法を修得した。広大な原野と

森林から受けた美しいインスピ

レーションを基に，1935年“日

本狂詩曲”を作曲，チェレプニ

ン賞を得た。筆者はレコードで

聞いただけだが，サイド・ドラ

ムと桶胴の連打から，健旗的な

力強いリズムが伝わってくる。

1976年に作曲された“オーケス

トラとマリンバのためのラウ

ダ･コンチェルタータ"，これは

実に素晴らしい。マリンバの価

撃的な響きが新鮮で，森に住む

野人の蛮性と素朴な祈りの雰剛

気が感じられる。

音楽のソースとなるような森

を大切にしたいものだ。
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斎 王の森林政拾遺抄
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昨年（1996）の9月，神宮営

林部の木村政生・村瀬昌之氏の

ご案内で，三重県明和町にある

斎王の森を訪れた。斎王の森と

は，斎王（古代から中世にわた

り，天皇の即位するたびに選ば

れて伊勢神宮に仕えた未婚の皇

女のこと）が住んだ斎宮（さい

くう）の遺跡の中にある森のこ

とで,昭和37年神宮司庁に売却

するまでは，この地区の集落の

住民たちが管理していた共有の

森であった。この森はどんな性

絡を持っていたのか。それが訪

れる目的であった。

初代の斎王は大来（伯）皇女

(おおくのひめみこ，661～701

年)。万葉集に載せられた｢現身

の人にあるわれや明日よりは二

上山をいろせとわが見む」（巻

2，165)で知られる悲劇の皇女

として，あまりにも有名である。

それから約66()年,57代斎王の

祥子内親王を最後に斎王制度は

その朧史を閉じる。そして今，

その幻の宮，斎宮跡の発掘が進

められている。遺跡は東西

2,000m,南北700mの広大な

もので,昭和54年には斎宮跡と

して国史跡に指定されている。

斎工の森（写真①）はその遺跡

の一fqにある。

現在の森は林磯状態ではなく

公園風に造られた小さな林で，

傍らにはｿ|:戸の跡，また，すぐ

近くには棚立柱建物跡があり，

その横を奈良時代古道や平安時

代の道跡が走っている。斎王の

森の!|!には｢斎王冨期I:｣の碑(写

真②）も建っている。この森が

どんな性格の森だったか？斎

宮歴史博物館学芸員の榎村寛之

氏は，「例えば,境界としての意

味があったとも考えられよう」

(斎宮歴史博物館研究紀要二)と

するのみで，断定は避けている。

今後発掘が進めば，判明する知

見も多くなるであろうが，今の

ところわからない。

ただ，この森は地ﾌ直の集落が

長く共有林として火切に管理し

てきた森で，燃料として然枝を

拾う礎度で伐採もせず，敬い，

親しみながら持ち続けてきたと

いう（地元の木戸LI典澄llW長

談)。この地の人たちの古くから

の崇敬心を，今に伝える証拠と

いってよい森である。どんな性

格の森か，今後も機会あるごと

に洲べたい課題である。

（術|:辿夫）

1
1

1
I
1

b
l

I
l
l

」

I．(九州大学腱学部林学科教授）

一一一一＝虫一一一一一一＝一一一一一一一幸一一一

ていない｡本書は,ヒトからの一

方的な商業主義的自然観察・案

内業に警鐘を鳴らすものでもあ

る。

著者は，団塊の世代の一サラ

リーマンとして，余暇に自然観

察を続けてきた。専門的，職業

的な仕事ではなく，趣味として

の観察記録が取りまとめられて

いることは，自然観察，自然に

親しむことが特別な幟えは必要

なく，関心を持つことで実践で

きることを示している。また,lll:

界的に考え，地域的に行動する

ことの大切さを随所ににじませ，

地方の時代のあり方を方向づけ

ている。これから行動を起こそ

うとする森林インストラクター，

環境保誰運動などに関心のある

人はもちろん，肩の凝らない読

み物としてもぜひ，多くの人に

一読を勧めたい。

（字都営大学腱学部／谷本丈夫）
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長野県支部
｢日本最大の木造車道橋誕生」

岸にある長野ﾙ↓史

蕊蕊
森林資源の有効活

用と木材の『強さ』のPRを行うと

ともに，周|州景観との調和が図ら

れています。

なお，この木橘の発注に際して

は，上部［をI直接集成材加工業宥

に発注したことで，これまでの水

橘に比べ建設費をかなり低く抑え

ることに成功し,蛾も安lllliなPC"

と比べても2割以下のコスl､アッ

プで済んでいることも大きな特徴

わが国史上初めてにして最大の

木造車道橋『木のかけはし』が，

長野県木曽郡上松町に平成8年8

月に誕生しました。

この木橋は木曽郡上松町を起点

とし，木曽川右岸を走り，三岳村

に通ずる2車線の高規格林道『台

ケ峰線』の_'二松町桟地籍に架かる

橋長40.5m,幅員8.5m(2車線）

の25t荷重一等林道橋で長野県が

発注したものです。

上部工は四径間連続プレストレ

ス木床版で，幅員方向に接着され

ずに並んだ集成材をPC鋼捧で締

め付けて床版とする最新技術が導

入されており，独立支柱型の木製

橋脚は紫外線による影響を極力抑

えるために八角形とするなど数々

の技術的な工夫がなされています。

使用木材については，長野県産

の信州カラマツの集成材を主材料

に木曽ヒノキなどがふんだんに使

用（木床版，横梁，支柱＝信州カ

ラマツ集成材；親柱，高柵’歩道

敷板＝木曽ヒノキ製材：総木材使

用蕊260㎡）されています。また，

この木橋のデザインは木曽川の対

千円/、．

鰯逓みる日承の林業D

木材価格の動向

l‘加

図
①
製
材
品
伽
格
の
月
別
推
侈

120

ヒノキ正角
I

100
一日い■巳■

平成8年の夏以降，木材1l1i格が

上昇している。これは低金利の下，

来年の消費税値上げを見込んだ駆

け込み滞要により住宅需要が活況

を呈し，木材需要が増加している

ことなどによる。

平成8年11月の木材lilli格は,ス

ギ正角が66,500III/11f,米ツガ正

角が58,800Pl/11で，対前年同月

比でそれぞれ19.2％，9.9％上昇

し,またヒノキ正角は124,700FI/

nfと26.3%の急騰となった。

長期的にみると，米ツガに対し

て商めで推移してきたスギ正角川

終については、米ツガ正角とのmi

80

60』

米ツガ正角
h

10

1234567891011121234567S9’101112

月 月
平成7年平成8年

注：1)スギ正角，ヒノキ正角，米ツガ正角とも105(gil1×10.5clll

x3.0mの規格2)平成8年の月平均は速鞭値
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瀧料：陳|ｲ1(腱林水雌禰r木材禰給縦僑91$』),
岡②(同r木材滞給累年報侮qI}｣)
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といえます。

さらに，林道台ケ峰線の三岳村

地籍にも，同様な技術を用いた25

t荷重,柵長30mの花ラーメン方杖

橘『みどりばし』が平成8年12月

に完成しました。この2つの木橋

の周囲には平成9年度中に公園が

整備される予定で，木曽地域の新

たな名所としての期待も高まって

います。

長野県においでの際には，ぜひ

とも2つの木橋の架かる林道台ケ

峰線を通って，木曽路の旅をお楽

しみください。

（長野県林業課林道係／武田雅宏）

連絡先〒397長野県木曽郡

木曽福島町2757-l
木曽地方邸務所林務課林道係
TELO264-25-2226

FAXO264-23-3235

ー

格差の減少傾向がみられたが，こ

こにきて，その価格差がやや広が

ってきている。

1年前の平成7年同期11月の

木材価格は,スギ正角の55,800円

/nfに対し，米ツガ正角が53,500

円/nfと価格差は2,300円/nfで，

スギ価格を100とした場合の米ツ

ガ価格は97という比率になって

いた。平成8年11月には，これが

mli格差で7,700円/㎡，比率で88

％となり，スギ価格が相対的に高

くなった。

倒産材については，外材製材品，

集成材との競争が厳しくなってい

る状況下にあり，量的な安定供給，

品質や価格面での供給条件の整備

が求められている。このような点

から，住宅着工が落ち着いた段階

で，スギ等の価格がどのような価

格帯に収まるかが気になるところ

である。

雑 感

明けましておめでとうござい

ます。

さて，今年はどんな年となる

ことでしょうか？月並みです

が，昨年はと問われて，思い出

すのは，まずはアトランタオリ

ンピックですね。次にO-157に

よる食中毒事件でしょうか。厳

終的には未解決のままといった

感じですが，このほかデボラ熱

等，ひと昔前には世間にあまり

知られずにいた病I蔚爵力蛎威を

ふるう環境になったのかと考え

させる謂件でした。科学文明が

発達するにつれて，病原菌もそ

の環境に適応した形で生長する

ことを思い知らされたような気

がしました。病原菌でばありま

せんが，鹿害というのは，山林

所有者側のとらえ方なのでしょ

うか？間伐をすると鹿の通り

道ができ，食料としての範囲が

拡大し，その結果繁殖，被害増

大。これを駆除しようとすると，

やれ自然保護だの，やれ動物愛

謹といったク陛一ムがある。間

伐を中止すれば森林の健全性が

阻害されるという。さてさて，

山林所有者とすれば，投資の回

収と環境保護の両立をどうした

ものやら……。

その次には，官々接待，カラ

出張，食料費の乱用等々官の論

理には，時に唖然とさせられる

場面の何と多かったことでしょ

う。行政改革推進，綱紀粛正と

いった言葉がうつるな感じがし

てなりません。信頼の得られる

実行であらんことを願うばかり

です。

さて，林業に関係するといえ

ば，林野三法の成立，国有林の

43

|蕊譲温’|蕊蕊義’
赤字問題，森林資源に関する基

本計画並びに重要なる林産物の

需要と供給に関する長期見通し

についての見直し等の話題があ

りました。

林野三法の成立によって，川

上から川下へと流域単位のシス

テム椎成が一歩前進した感じが

あり，そい成果を祈らずにはお

れない気持ちですが，市況を形

成するうえでは，マーケットへ

のさらなるアプローチが必要と

恩ねれます｡そういう点では，

正椎懇名称は忘れましたが｢東
京の木で家を造る運動」のよう

な形で，さらなる市況の安定化

が図られればと考えます6国有

林の赤字の一因巻市況の下落が

大きく影響していると考えるか

らです。外材率が大きくなった

今では，急激な変化は望謹べく

もありませんが，事業コストに

対するさらなる削磯効率の追
求が望まれるのは致し方ないに

しろ，これだけ環境問題が騒が

れ，関心が深まっている時期に，

森林経営の目的区分をされてい

ることと同様に，その事業コス

1,も生産コストと環境コス1､を

分離して，制野事業の独立採算

をある織堂絞り込む必要がある

のではないかと思うのです。特

に|型|有林に求められる公益的機

能を維持・継承するうえでも理

解が得られる時機にあるのでは，

と考えます。森林の経営に携わ

る者として，山への想い，夢と

いったものが，現実にもマッチ

できる，一歩でも前進する年に

ならんことを今年もまた祈らず

にいられません。（不詳）

（この柵は編集委員が担当しています）
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防腐・防嶬処理木材|綴溌装議璽謹畷霊職緑 繁韓？

ンモニウム化合物(ACQ),乳剤タイプのナフテン酸

一銅(NCU),ナフテン酸一亜鉛(NZN)などがある。

これらの薬剤の中で，時折新聞に赤性の点で取り

上げられているのはCCA処理木材である。CCAと

いう薬剤は，欧米では戦後すぐに,H本では昭和40

年の初めごろから使用されてきており，性能的には

ほかの薬剤に比べて効力持続性が長く,I耐久性が大

で，しかも安価なので世界で最も多く使用されている。

しかし，最近問題にされているのは，この薬液の

工場排水や処理木材の廃棄の際に，焼却すれば大気

中に砒素が気体となって飛び出し，灰の中には砒素

化合物・クロム化合物・銅化合物などが残り，土に

埋めれば土中にこれらの薬剤が溶けて出るなど潔境

汚染につながること，また，この廃棄木材を再利用

のために粉砕する際に,粉塵の中に含まれる砒素,ク

ロムが人体に吸入されて健康を阻害する可能性があ

るためである。

そこで地方公共団体や一般消溌者でも使用を避け

ることが多くなっている。しかし使用禁止にはなっ

ていないから，使用されるのはやむを得ない。これ

からも木材の耐久性を向上させて使うことはますま

す必要となるから，そこに使われる薬剤はできるだ

けCCA薬剤は避け,環境にも，人間にも優しい薬剤

を選択して使用するように心がけるべきである。

（紬H本木材加工技術協会・雨宮昭二）

[文献］箱石文夫：保存処理製材等に係わるJASjjl
格の改正について，木材工業，50，178(1995）

木材は腐る，虫に食われるという欠点を持ってい

る。このことは木材を利用する場合に，他材料と比

較されたときに，鰻も大きな欠点として取り上げら

れる。木材が腐るのは各種の菌類によるものであり，

また木材を食べる虫はほとんど昆虫であるが，腐っ

た部分を食べる虫はシロアリである。

これらの被害を受けやすい木材は，その含水率が

20％以上の比較的水分の多い木材であるから，両者

の被害は同じ部分に発生する場合が多い。そのよう

な被害の発生する使用環境は屋外で土に接する構築

物，例えば作業小屋，外柵，公園の遊具・ベンチな

ど，また木造建物の外壁,土台,床下の部材等である。

このような被害を防ぐために，防腐と防蟻の両性

能を持った薬剤を水に溶解して，圧力をかけて注入

した木材を防腐・防蟻処理木材という。

日本農林規格(JAS)では，このような処理を保

存処理といい，その木材を保存処理木材という。そ

の性能基準は次のように規定されている。

木材中の薬剤吸収量は，薬剤の種類別に使用環境

に対応するように，厳しいところでは多量に，緩い

ところでは少量のものを選んで使うことができるよ

うに規定(K1～K5)されている。また，薬剤の

浸透した深さは各薬剤とも辺材の断面稜の80％以

上，心材では材面より8mm以上と規定されている。

JASで規定している薬剤は水に溶けるクロム・銅・

砒素の無機化合物の混合薬剤(CCA),有機のアルキ

ル・アンモニウム化合物(AAC).銅・アルキル・ア

◆先月号の本欄では．r針葉樹繊造用製材」について解説しています。

口久山喜久雄=編森の教室一生きもの賛歌，淡交社,'95.11,2291)・四六判,¥2,300
口高知営林局=編，生きた植物図鑑一保護林への誘い，林野弘済会高知支部(a0888-24-1114),'96.4,59p･A
4,¥1,500

口岡部敏弘=監修，木質系多孔質炭素材料ウッドセラミックス，内柵老鶴圃,'96.5,269p･A5,¥4,944

口大蔵省印刷局=編木の国日本の世界遺産一古都京都，大蔵省印刷局,'96.6,63p・B5,Y900
口金田弘=著，森のめぐみ木のこころ，海青社,'96.9,158p・四六判,¥1,450
口小林泰彦=箸，むかし道具の考現学，風媒社,'96.10,251p・A5,¥1,957
口林野庁=監修，木材需給と木材工業の現況〔平成8年版〕，林産行政研究会(a03-3588-8808),'96.10,573p･
A5,¥2,600

口上村武=編著，木材の知識〔改訂4版〕，経済調査会(a03-3542-9291),'96.10,542p･A5,Y6,000
口坂口精吾=編著，林業と森林管理の動向，全国農林統計協会連合会(503-3495-6761),'96.10,152p･B5,
￥3,000

口日本貿易振興会=編アグロトレードハンドブック'96-農林水産物の貿易,R本貿易振興会("03-3582-

3518),'9610,784p･A5,¥6.500
口森林総合研究所=編,ODCによる林業・林産関係国内文献分類目録(1994年版],林業科学技術振興所(a03

-3264-3005),'9610,436p・B5,Y35,000
口大喜多敏一=監修，酸性雨編集委員会・㈱ゴルファーの緑化促進協力会=編，酸性雨一複合作用と生態系に与え

る影響，博友社,'96.11,309p･B5,Y8,500

［資料：林野庁図普館・本会編集部受入図瞥］
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〃 業關顔行箏一貫

区分

中 央

区分

東京

錘知

行蕊名

第31回林業関係広報誌コ
ンクール

行砺名

森林・木質資源利用先端技
術推進協議会シンポジウム

第19回全図優良ツキ板･銘
木展示大会（ツキ板展示大
会）

期間

締切9年1
月末

期間

2.7
10:30～17:50

2．26～3.］

1 尼

主催団体／会場／行事内容等

㈹全国林業改良普及協会／各都道府県または林業団体，森林組合，林研グ
ループおよび営林局(支局)，営林解が発行する林業情報の定期刊行物で年
211'l以上発行するものを対象とする／送付先：〒107束京都港区赤坂
1-9-13三会堂ビル棚全睡I林業改良瞥及協会(aO3-3584-6639)。

2 月

主催団体／会場／行事内容等

森林･木質資源利用先端技術推進協議会("03-3206-3046)/東京都江東区
深川2-5-11木材会館／メインタイトルr木質資源利用の今後一木材産業を
取り巻く諸分野からの提案｣／木材関連分野だけでなく他の分野から見た
木材利用や木材産業の現状と将来についての紹介を交え，木蘭資源利用の
今後を探る。

全厭l天然木化粧合蛎板工業協同組合連合会(a03-3501-4021)/名古屋市
国際展示場ポートメッセなどや2号館／世界各国の銘木から生産した優良
ツキ板を一堂に展示。入札は2月28日。

｢日林協学術研究奨励金」

助成テーマの募集について

当協会では，平成9年度より新たに学術研究助成事業を発足させることとなり，若手研究者

を対象とした『日本林業技術協会学術研究助成事業（日林協学術研究奨励金)』制度を創設する

こととなりました｡

本誌の昨年12月号において上記奨励金の公告をしましたところ,多大の反響をいただき

ました。その中でご質問や問い合わせがありましたので，以下にお答えします。

●本奨励金はあくまで個人（または個人の小集団）の研究を対象とするものであり，組
噂

織・機関の公費を以ってすべき研究を対象とするものではありません。

●応募用書類のうち｢日林協学術研究奨励金交付申請書｣の主たる内容は，申請者(個人）

記録，研究協力者氏名，研究目的，実施内容，期待される成果，研究年次計画です。

●応募用書類のうち，推薦書の推薦者は必ずしも所属機関長に限らず，上司，先輩，恩
亀しつ

師など，応募者の研究を知悉した人であれば結構です。

連絡先所定の申請用紙，推薦用紙が必要な方は，〒102束京都千代田区六番町7

日本林業技術協会総務部(aO3-3261-5281FAXO3-3261-5393)までご連

絡ください。なお，詳細は先月12月号の39ページをご覧ください。

休業技術斑o.6581997.】
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謹 賀 年 平成9年元旦

理事長三澤毅

社団法人日本林業

専務理事照井靖男

夫角館盛雄左達一也

雄古宮英明H1中義昭

端原喜一郎真柴孝司

壱阪元兵三内滕満

紀渡辺宏鈴木宏治

術協会

理事 能勢誠

板道

野村

的場紀

赤波江

塩|崎實

廿利敬正

渡辺‘|画

萩原宏

中易紘一

監事

顧問

筒井辿夫

雌波宣士

太田猫彦

宇津木嘉夫

茂木博

湯本和司

鈴木郁雄

稲森友久

築地忠

原田洸

下山晴平

林久||尚

藤原敬

山、夏郎

小林富士雄

蓑輪満夫

松井光蕊

小畠俊汽

坂口勝美
ロロローーロロ一つ■‐一一一一一一_ー可

0

職 員一同:1
C

L一一一一一一口■一一一一一一一一一や一一

（ 編集部雑記）
さざえのつぶやき新年の抱負？

経済大国がいつの間にか借金大国に

なっちゃって，バラ色のはずの21世
紀にもたそがれ色がH立つようでは

どもならんね｡まあ，地球が365回転
すれば一年が終わることになってい

るだけの,蒲で，もうひとI可わりすれ

ば何かいいことありそうなんて考え

るほうがおかしい。だけどMItの中っ
てのはありのままのことを言うとど

うもまずいらしいんだよね。やっぱ
りどことか宵のように「綱紀を粛正

し心も新たに･･…」調がいい？そん
な柄でもないし刷ったね。（毛沢山）

霜柱を踏んで娘近，知人から双

眼鏡を譲り受けたのがきっかけとな

ってあらぬことかバードウォッチン

グの典似聯を始めている。体HはH
の111を神って近くの多摩川岸辺に繰

り出し,dl～5カ所の観察ポイントを

1n1ると約2時間のコース。この時間，
川原に人影も少なく，鳥たちも安心
して採餌している。ポケット図鑑と
見比べながら視野に入る野鳥の検索

は少年I1堺代の昔に戻った感・数年前
偶然カワセミをまじかに見たことも

あっていつのIIとなるか再会を楽し
みにしている。（平成の玉手箱）

尻餅季節ネタとして寄席でこの
時期掛けられることが多い噺の1つ
が尻餅。藤れの掛け取りをやっとの

思いでしのいだ｣造屋の夫婦一夜明
けて元旦に餅をつきたくても先立つ
物はなし．隣り近所へのメンツはあ

るし。文'龍どおり群肉の策を思いつ
いたというのが帝でごまかす二人芝

l,'+｡jil'lﾘlから起きだして，ダンナは餅
つき職人衆いっさいの声色を引き受

け，オカミさんは尻をたたかれる役
l''1り°ハツ，ペッタン，ホッ，ペッタ

ン。笑いながら涙の出てくる噺です

よ、これは。（山遊亭明朝）

林業技術No.6581997】
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三協三会宣の夏う言ご三き三

◎海外出張
12/2～12,渡辺理事,12/1～12,
正木調査第二部長を熱帯林災害復
旧技術確立調杏のためフィリピン
陸|に派巡した。
12/8～27,鈴木航測部長をネパ
ール|封現地調査のため同国に派遣
した。
12/12～19,三澤理事長をネパー
ル国林業事‘|宵視察のため同国に派
遇した。
12/18～30,田畑参事,松本技師
をセネガルI1竣工検査のため同国
に派遣した。
◎技術開発部関係業務

12/18,於本会,終息蝋微害松林
の検定手法開発調査及び被害に強
い森林づくり促進調査平成8年度
第2ml検討委員会を開催した。
◎調査研究部関係業務

12/4,於福井市,ヤシャケンゴロ
ウ希少卿生動植物種保護管理対策
調森に係る検討委員会を開催し
た。

12/5,於山梨県山中湖村,山中の
ハリモミ純林の衰退抑制・復元対
策調査検討委員会を開催した。
12/17,於本会,広葉樹施業の推

進に関する調査検討委員会を開催
した。
12/20,於本会,｢生息・生育環境
の確保による生物多様性の保全及
び活川方策検討調査｣平成8年度
第1側林野庁調査検討委員会を開
催した。
◎調査部関係業務
12/12,於スクワール麹町(東京
都千代lll区),大規模林業圏開発林
道総合利用洲森第1回委員会を開
催した。
◎林業技士養成講習スクーリング
研修
12/3～7,於本会｡林業機械部門
の研修を林野庁研究普及課下堂課
長補佐ほか4名を講師に実施し，
8名が受識した。
12/9～12,森林評価部門の研修
を立正大学経済学部長福岡克也氏
ほか7名を識師に実施し,20名が
受識した。
◎番町クラブ12月例会

12/24,本会にて,ビデオ上映(①
日本の庭|刺,②四人の老童子)およ
び会員による懇親会を行った。
◎人事異動（12月16日付け）
採用調査企llli部次長本波幸雄

（1月1日付け）
採用国際事業部参事田邊眞次
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水原隆

斎藤博

山田政信

神原輝洋

青木昭男
吉H:1耕二郎

山本仁志

原紀子
逢坂興宏

竹中千里
伊藤栄一

関ひとみ

二村一男

伊藤達夫

八木俊彦

長山泰秀

近胤弘栄

北澤秋司
小l鴫｜膿雄

竹出泰雄

戸松修
林拙郎

山本俊明

梶原幹弘
小笠原隆三
北尾邦伸

小笠原

北尾

藤本

山本

今剛
野上

戯原義章

貞消秀男

小川昭利

江藤幸一

坂東和生

I11代卓
真壁浩

山口正三

鹿嶋志津雄

小原文悟

山田涛夫

亦波江紀

郡川重樹

金城義男

藤本幸司

山本誠

今剛朧生
野上寛五郎

林重佐
安里練雄

山本武

後嫌純一
瀞上展也
伊藤哲

枚田邦宏
亀山統一
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測る
あらゆる図形の座標.、職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の一

ラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け

｜

P

検査済み±0.1%の高精度
ｸ啄蝿はスーパーブラニクスβの隙準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’

’

コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種割I1

プログラムなどの売笑したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付→
標準タイプ･…･

プリンタタイフ

¥160000

￥192000

（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

r薑 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長線長、

mi積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、、積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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壁ｑ
ｄ●最新第5版好評発売中／ 日林協編100不思議シリーズ

＝＝各四／六判，217ページf
･本シリーズは；書店でお求め下さい。

、

平
成
九
年
一
月
十
日
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
一
二
種
郵
便
物
認
可
毎
月
一
回
十
個
発
行
）
林
業
技
術
第
六
五
八
号

ヨ
新刊森の木の100不思議
●(社)日本林業技術協会編●1200円

錘森林総合研究所、林木育種センター．国際農林水産
業研究センター，都道府県林業研究機関，大学ほか
93名による執筆

きまざまな樹ｵこのI1I:界－彼らの不思議で
したたかな幕らし・ぶりに鱒1挺.ノ
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Ｉ

輝く未来は森林とともに.ノー日本の文化と

人の心を育てたみんなのふるさと森林/／

《本書の特色》
既刊

●執筆者は，海外経験も豊富な斯界の権威●イラスト・
写真・グラフ等160点余を配したビジュアルなレイアウ

ト●最新の統計資料により日本および世界の森林の現

況を概説轡森林とはどういう生物集団か，樹木はどんな

生活をしているかなど，森林・樹木に関する知識を満載
●森林の働きと社会・地球環境との結びつきをわかりや

すく解説。［小学生薇学年･中学生向け］

執筆者河原輝彦(森林総合研究所研究管理官）
瀦見博史(森林総合研究所木材利用部長）

垰田宏(森林総合研究所森林環境部植物生態科長）

森林の100不思議●1010円
●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所所員82名による執筆

知っていますか森と木の科と学。当たり前のこ
と、正しいと忠っていたことの意外な都#実。

土の100不思議●'030円
◆(社)日本林業技術協会編築
●森林総合研究所，耀業環境技術研究所，農業研究セ
ンターほか85名による執筆

私たちの生活を磯かにする驚くべき土の鋤き。

諺‘た刎獅ホ
森の虫の100不思議●'200円
霧(社)日本林業技術協会編集
嬢森林総合研究所，都道府県林業研究機関，農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

自然界のなかでの虫の役劉一森の虫の小百科.。
」

続・森林の100不思議●1200円
●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，熱帯艘業研究センター，大学ほか
91名による執筆

木や革のひそかなI雌きを探る糸概而。
蕊議罫蕊蒸皐墓：
●子どもらしい，どうして？なぜ？に答えてくれる
4学生向けの楽しい副教材.／

一

熱帯林の100不思議●1200円
●(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，熱帯農業研究センター，大学ほか
76名による執筆

いまなぜ鳶A帯ｲ氷がこれほど亜f見きれているのか。

’生 森林教の 定
価
四
四
五
円
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
送
料
八
五
円

森の動物の100不思議●1200円
●(社)日本林業技術協会編集
⑳森林総合研究所，養殖研究所,大学ほか79名による執筆

人と動物の共存について考えぎせる－森に住む
1M)物たちの蕪らしぶり小面科。

l蕊乏禾の質問箱｜
尋

木の100不思議●'200円
。(社)日本林業技術協会編集
寺森林総合研究所，都道府県試験研究機関，大学ほか
83名による執筆

間然にやきしく弊らしに役立ってきた木の小百科。

森と水のサイエンス●'030円
●(社)日本林業技術協会企画●四/六判176ページ
③中野秀章･有光－登･森川靖3氏による執筆

われわれの暮らしをささえる興亜な水を貯翻
し浄ｲﾋする森林のメカニズムを探る。

●B5判64ページ／カラー

●定価620円(本体価格602

円)，〒実費

鰯30部以上の場合は送料は当
協会が負担します。

畠人日本林業技術協会
〒102東京都千代田区六番町7番地
a(03)3261-6969FAX(03)3261-3044

発行東京書籍株式会社
〒114東京都北区堀船2－17－1
a(03)5390-7531/FAX(03)5390-7538

編集･発行社団法人
●お求めは．…･-…
当協会事業部まで ／
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